
近
世
武
家
官
位
制
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
武
家
官
位
叙
任
の
動
向
と
そ
の
特
徴
を
探
り
、
そ
の
性
格
変
化
を
追
跡
し
て
近
世
武
家
官
位
制
の
成
立
過
程
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、

武
家
官
位
を
構
造
的
に
掌
握
し
て
幕
藩
体
制
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
析
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
豊
臣
政
権
期
の
官
位
叙
任
に
対
し
て
は

全
国
統
一
過
程
と
そ
の
権
力
性
格
と
関
連
さ
せ
て
分
析
・
評
価
し
、
特
に
陪
臣
の
官
位
叙
任
に
注
目
し
た
。
次
に
、
家
康
・
秀
忠
の
時
期
に
お
け
る
武
家
官

位
叙
任
は
将
軍
宣
下
・
上
洛
と
大
き
く
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
寛
永
年
間
に
は
定
例
的
叙
任
が
定
着
し
朝
廷
か
ら
独
立
し
た
武
家
官
位

制
が
展
開
し
始
め
る
が
、
二
条
城
行
幸
の
際
の
位
階
が
近
世
武
家
官
位
制
の
基
本
的
枠
組
と
な
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
有
力
外
様
大

名
の
官
位
と
家
格
制
と
が
絡
み
合
い
固
定
さ
れ
た
こ
と
を
確
か
め
た
。
し
か
し
大
名
の
官
位
叙
任
原
則
が
立
て
ら
れ
た
の
は
万
治
三
・
寛
文
元
年
で
あ
り
、

こ
の
時
点
で
官
位
制
と
家
格
制
と
が
絡
み
合
う
近
世
武
家
官
位
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
武
家
官
位
制
は
幕
藩
体
制
独
自
の
家
格
制
の
枠
組

の
制
限
を
受
け
て
お
り
、
官
職
昇
進
を
通
じ
て
将
軍
に
対
す
る
「
忠
」
の
論
理
が
貫
か
れ
て
い
た
と
み
た
。
　
史
林
七
四
巻
六
号
　
一
九
九
一
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

近
世
権
力
の
創
出
期
以
来
、
最
高
権
力
者
の
官
位
叙
任
や
辞
任
は
彼
ら
の
政
権
講
堂
、
国
家
思
想
と
関
連
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
に
お
け
る

数
多
く
の
武
家
官
位
叙
任
は
単
な
る
律
令
制
的
な
天
皇
制
の
復
活
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
近
世
権
力
創
出
過
程
の
中
で
の
そ
れ
で
あ
る
。

そ
し
て
徳
川
家
康
に
よ
る
武
家
官
位
制
独
立
の
意
味
も
近
世
権
力
論
と
国
家
論
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
後

の
武
家
官
位
制
の
展
開
・
機
能
も
権
力
維
持
・
再
生
産
構
造
と
国
家
論
の
中
で
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
と
き
に
、
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
近
世
初
期
官
位
制
の
具
体
的
な
実
体
の
究
明
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
方
面
の
研
究
は
必
ず
し
も
多
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①

く
は
な
い
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
近
世
史
研
究
が
天
皇
・
朝
廷
を
政
治
圏
外
に
位
置
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
幕
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

制
国
家
論
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
官
位
側
研
究
は
、
官
位
鰯
の
具
体
的
実
態
を
明
確
に
し
た
上
で
展
開
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
宮
沢
誠
一
、
松
平
秀
治
、
深
谷
克
己
氏
等
の
研
究
は
近
世
官
位
制
を
直
接
の
研
究
対
象
と
し
た
も
の

と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
宮
沢
誠
一
氏
の
論
考
は
基
本
的
な
事
実
の
実
証
に
問
題
が
多
く
、
松
平
秀
治
氏
の
そ
れ
は
官
位
制
と
家
格
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
結
合
過
程
が
論
述
さ
れ
て
い
な
い
。
深
谷
克
己
氏
の
そ
れ
も
武
家
官
位
制
の
機
能
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
、
藤
井
譲
治
氏
の
研
究
成
果
は
、

寛
文
四
年
に
お
け
る
武
家
官
位
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
も
、
官
位
に
叙
任
し
て
い
た
す
べ
て
の
武
家
階
級
を
対
象
に
横
断
的

に
武
家
官
位
の
全
構
造
を
分
析
す
る
と
い
う
方
法
の
点
に
お
い
て
も
非
常
に
貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
在
の
研
究
成
果

は
そ
の
具
体
像
・
全
体
像
を
明
確
に
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
本
稿
は
、
豊
臣
秀
吉
が
関
白
に
な
っ
た
天
正
十
三
年
（
一
五
八
三
）
か
ら
寛
文
朱
印
状
が
出
さ
れ
た
翌
年
で
あ
る
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
ま
で

の
時
期
を
分
析
対
象
と
し
、
豊
臣
一
徳
川
政
権
初
期
に
お
け
る
武
家
官
位
叙
任
の
動
向
と
そ
の
特
徴
を
権
力
の
成
長
過
程
と
関
連
さ
せ
て
探
り

な
が
ら
、
近
世
武
家
官
位
綱
の
成
立
過
程
を
動
態
的
に
捉
え
た
い
。
ま
た
武
家
官
位
を
構
造
的
に
掌
握
し
て
幕
藩
体
制
に
お
け
る
そ
の
意
義
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

①
　
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
近
世
史
研
究
は
、
太
閤
検
地
論
と

　
軍
役
論
等
に
代
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
主
に
権
力
基
盤
や
幕
府
権
力
に
よ
る
大

　
名
編
成
等
に
集
中
し
て
き
た
。

②
戦
後
、
天
皇
制
論
は
黒
田
俊
雄
の
「
権
門
体
制
」
論
に
触
発
さ
れ
、
一
九
七
〇

　
年
代
の
国
家
論
的
研
究
を
契
機
に
本
格
化
す
る
。
そ
の
成
果
・
傾
向
を
反
映
し
て

　
『
大
系
日
本
国
当
駅
』
が
編
集
さ
れ
た
。
近
世
に
限
っ
て
み
る
と
、
朝
尾
直
弘
の

　
見
解
は
（
「
幕
藩
制
と
天
皇
」
『
大
系
日
本
国
家
工
臨
三
近
世
（
東
京
大
学
出
版
会
、

　
一
九
七
五
）
）
現
在
ま
で
の
水
準
を
示
し
て
い
る
。
大
名
と
官
位
に
つ
い
て
は
、

　
児
玉
幸
多
が
『
大
名
』
（
日
本
の
歴
史
十
八
、
小
学
館
、
一
九
七
五
）
に
お
い
て
家

　
格
と
驕
楽
さ
せ
て
記
述
し
て
お
り
、
深
谷
克
己
は
『
士
農
工
商
の
世
』
（
大
系
日

　
本
の
歴
史
九
、
小
学
館
、
一
九
八
八
）
に
お
い
て
武
家
官
位
独
立
に
つ
い
て
概
説

　
的
に
記
述
し
て
い
る
。

③
　
宮
沢
誠
　
「
幕
藩
制
的
武
家
官
位
の
成
立
」
（
『
史
観
』
一
〇
一
、
一
九
七
四
）
、

　
松
平
秀
治
「
大
名
家
格
制
に
つ
い
て
の
問
題
点
」
（
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀

　
要
』
職
漁
四
八
年
度
）
、
深
谷
克
己
「
領
主
権
力
と
武
家
「
官
位
」
」
（
『
幕
藩
制
国

　
家
の
成
立
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
一
）
。

④
　
藤
井
譲
治
「
日
本
近
世
社
会
に
お
け
る
武
家
の
官
位
」
（
『
国
家
－
理
念
と
制
度

　
－
隠
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
九
）
。
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嗣
　
豊
臣
時
代
の
官
位
叙
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
豊
臣
時
代
の
官
位
叙
任
を
《
三
一
》
か
ら
み
る
と
、
天
正
十

三
、
十
六
年
、
そ
し
て
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
元
年
ま
で
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
一
方
、
天
正
十
八
年
か
ら
文

禄
二
年
ま
で
に
お
け
る
宮
位
叙
任
は
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

従
五
位
下
叙
任
は
天
正
十
三
、
十
六
年
に
最
も
多
く
、
文
禄
三

年
か
ら
慶
長
元
年
ま
で
に
比
較
的
集
中
し
て
い
る
。
従
四
位
下

叙
任
は
、
天
正
十
三
年
か
ら
天
正
十
六
年
ま
で
、
天
正
十
八
年

か
ら
文
禄
元
年
ま
で
、
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
二
年
ま
で
の
時
期

に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
従
三
位
叙
任
は
天
正
十
四
年
か
ら

天
正
十
六
年
ま
で
と
文
禄
元
年
、
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
元
年
ま

で
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
年
次
ご
と
に
官
位
叙
任
の
特
徴
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

天
正
十
三
年
の
官
位
叙
任
の
急
激
な
増
加
は
秀
吉
の
関
白
職
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

任
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
は
叙
任
日
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
し
て
同
年
か
ら
官
位
叙
任
が
急
増
し
た
こ
と
か
ら
、
秀
吉
の

1

豊
臣
政
権
期
に
お
け
る
武
家
官
位

＜褒一》豊匿政権期の官位叙任　　　　　（）は昇進者数。Aは従四位下以上の合計
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④

関
白
就
任
が
武
家
宮
位
制
活
性
化
の
引
き
金
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
同
年
の
武
家
官
位
叙
任
者
は
伊
達
政
宗
を
除
き
、
秀
吉
の
支
配
圏
内
の

　
　
　
　
⑤

人
々
で
あ
る
。
こ
れ
は
反
秀
吉
勢
力
に
対
す
る
秀
吉
勢
力
の
結
束
の
可
視
的
表
現
で
あ
り
、
そ
の
官
位
的
編
成
の
仕
組
は
特
定
大
名
を
従
四
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
叙
任
さ
せ
一
般
大
名
よ
り
一
階
上
に
位
置
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
天
正
十
四
・
五
年
に
お
い
て
は
従
四
位
下
以
上
の
官
位
叙
任
の
割
合
が
高
い
。
こ
れ
は
、
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
の
最
終
的
決
着
が
付
き
、

徳
川
家
康
を
関
白
政
権
へ
組
み
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
則
ち
、
実
力
に
お
い
て
も
官
位
的
地
位
に
お
い
て
も
強
力
な
徳
川
家

康
を
関
白
政
権
が
抱
え
込
む
う
え
に
お
い
て
は
、
彼
に
対
応
で
き
る
人
々
を
関
白
政
権
内
に
位
置
づ
け
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

正
十
四
・
五
年
に
は
従
四
位
下
以
上
の
官
位
叙
任
や
昇
進
に
親
秀
吉
系
有
力
大
名
た
ち
が
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
天
正
十
四
・

五
年
の
官
位
叙
任
あ
る
い
は
昇
進
に
よ
っ
て
、
官
位
制
的
序
列
と
権
力
序
列
と
が
一
致
さ
せ
る
方
向
へ
向
け
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
天
正
十
六
年
は
聚
楽
第
行
幸
と
九
州
征
伐
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
聖
楽
第
行
幸
は
、
秀
吉
が
全
国
支
配
老
で
あ
る
こ
と
を
天
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
見
せ
つ
け
る
た
め
の
も
の
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
行
列
編
成
は
官
位
制
的
な
序
列
が
基
本
で
あ
る
。
聚
楽
第
行
幸
に
関
わ
っ
た
官
位
叙

任
は
、
従
五
位
下
に
徳
川
家
康
家
臣
十
三
人
を
含
め
て
十
五
人
、
従
五
位
下
か
ら
従
四
位
下
に
昇
進
し
た
京
極
直
次
、
池
田
輝
政
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
し
て
聚
楽
第
行
幸
後
の
豊
臣
秀
次
の
従
二
位
昇
進
が
あ
る
。

　
ま
た
こ
の
年
の
武
家
官
位
叙
任
の
特
徴
は
鼓
楽
第
行
幸
に
関
連
し
て
い
る
と
と
も
に
、
九
州
征
伐
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

則
ち
九
州
征
伐
と
関
連
し
た
官
位
叙
任
は
二
十
件
で
あ
り
、
小
早
川
隆
景
、
吉
川
広
家
、
毛
利
輝
元
、
島
津
義
弘
、
龍
造
寺
上
家
、
立
花
宗
茂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

等
が
同
年
従
四
位
下
に
叙
任
す
る
。
そ
し
て
同
年
七
月
二
十
九
日
、
毛
利
輝
元
の
家
臣
た
ち
七
人
が
従
五
位
下
に
叙
任
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
天
正
十
七
年
に
は
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
は
な
く
、
天
正
十
八
年
の
そ
れ
も
三
人
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
、
天
正
十
六
年
ま
で
に
お
い
て
、

秀
吉
の
支
配
範
囲
の
有
力
大
名
が
既
に
従
四
位
下
以
上
に
叙
任
し
て
い
た
こ
と
、
天
正
十
八
年
に
お
い
て
東
北
征
伐
が
あ
っ
た
も
の
の
、
徳
川

家
康
の
江
戸
転
封
等
に
根
ざ
し
た
政
情
不
安
に
よ
り
、
直
ち
に
東
北
征
伐
の
成
果
を
官
位
叙
任
に
反
映
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
っ
て
東
北
地
域
の
安
定
が
確
保
さ
れ
た
天
正
十
九
年
に
お
い
て
は
、
東
北
有
力
大
名
が
従
四
位
下
に
叙
任
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
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＜表二》　従四位下以上の武家官位叙任者。 現職／息子，（）は陪臣

年劇系重量四位下1従三位lm・一・：位｝従＝位1．墾二釧雑．1 計

り
ρ
　
7

－
　
　
（
U

0
　
　
0

0
　
　
∩
U

0
　
　
1

（
U
　
　
∩
U

1
　
　
6

　　4

21（1）

　　4／1

28／2（1）

　　　5

27／4（1）

4／1

27／7

1
　
　
0

0
　
　
1

2
　
　
1

0
　
　
（
U

0
　
　
1

1
　
　
0

1
　
　
1

（
U
　
　
－

A
U
　
　
O

0
　
　
1

1
　
　
0

0
　
　
1

A
U
　
　
－

0
／
1

－
姐

1
　
　
0

0
　
　
2

バ
0

0
／
1

o
粥

　　　1

18（1）

　　2／1

25／2（1）

　　　3

21／2（1）

　　　3

16／3

盤臣系

大名系

豊臣系

大口系

豊臣系

大名系

豊臣系

大名系

豊臣系

大名系

天正13

天亙Eユ6

天正19

文禄4

慶長3

※従四位下は正四位：上・下を含む（《表一》の※を参照）。

は
同
年
の
官
位
叙
任
の
特
徴
と
も
い
え
よ
う
。

　
文
禄
元
年
の
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
は
比
較
的
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

第
二
世
代
の
そ
れ
が
中
心
で
あ
る
。
文
禄
元
・
二
年
の
官
位
叙
任
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

文
禄
三
年
の
官
位
叙
任
も
、
従
五
位
下
は
増
加
し
た
も
の
の
、
従
四
位
下
以
上
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

は
上
杉
景
勝
の
従
三
位
叙
任
し
か
な
い
。
文
禄
三
年
に
は
、
太
閤
秀
吉
と
関
白
秀
次
の
対

　
　
　
　
　
　
　
⑯

立
が
表
面
化
す
る
が
、
文
禄
四
年
に
は
、
石
田
三
成
、
長
束
正
家
、
増
田
長
盛
等
が
従
四

位
下
、
宇
都
宮
国
樹
が
正
四
帯
下
に
叙
任
さ
れ
る
。
ま
た
従
三
位
に
小
早
川
隆
景
と
丹
羽

長
重
が
、
正
三
位
に
毛
利
秀
元
が
叙
任
さ
れ
る
。
慶
長
元
年
に
は
、
従
四
位
下
に
織
田
秀

雄
、
蒲
生
秀
行
、
細
川
忠
隆
、
津
軽
為
信
が
、
従
三
位
に
は
綱
川
忠
興
、
京
極
高
次
、
織

田
秀
信
、
織
田
秀
雄
（
同
年
昇
進
）
が
、
正
二
位
に
徳
川
家
康
が
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
あ
る
い

は
初
叙
任
さ
れ
る
。
続
い
て
慶
長
二
年
に
は
、
従
四
位
下
に
宇
喜
多
秀
隆
と
豊
臣
秀
頼
が
、

毛
利
輝
元
が
従
三
位
に
昇
進
す
る
。
右
の
よ
う
な
多
く
の
有
力
大
名
の
叙
任
は
、
「
天
下

人
」
の
後
継
者
で
あ
る
委
頼
が
幼
児
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
、
秀
吉
が
と
っ
た

太
閤
権
力
の
制
度
化
－
五
奉
行
・
五
大
老
制
i
と
関
連
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
次
に
示
す
《
表
二
》
は
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
者
を
豊
臣
系
と
有
力
大
名
系

と
区
別
し
て
重
要
年
度
ご
と
に
死
亡
者
抜
き
で
合
算
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

み
る
と
、
全
期
間
を
通
じ
て
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
者
は
戦
国
時
代
以
来
の
有
力
大
名
が

圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
豊
臣
系
大
名
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
、
特
に
文
禄
四
・
慶
長
三
年

の
従
三
位
叙
任
者
の
大
部
分
が
有
力
大
名
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

48　（820）



近世武家官位制の成立過程について（李）

　
こ
れ
ら
は
秀
吉
権
力
が
大
名
連
合
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
秀
吉
が
大
名
連
合
的
性
格
を
克
服
で
き
な
か
っ

た
の
は
、
当
時
に
お
い
て
彼
の
軍
事
力
が
大
名
権
力
を
一
挙
に
制
圧
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
主
な
原
因
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
征
伐
地
域
の
旧
大
名
権
力
を
そ
の
ま
ま
認
め
、
彼
ら
を
関
白
政
権
上
部
に
位
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
有
力
大

名
た
ち
の
従
四
位
下
叙
任
は
増
え
る
が
、
豊
臣
系
大
名
の
そ
れ
は
増
え
な
い
の
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
秀
吉
政
権
の
専
制
化
を
規
制
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
天
正
十
九
年
十
二
月
、
秀
吉
は
太
閤
に
な
り
、
秀
次
が
関
白
に
就
任
す
る
が
、
そ
れ
と
関
連
し
た
武
家
官
位
叙
任
は
認
め
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
秀
次
の
関
白
就
任
前
に
、
豊
臣
秀
保
、
豊
臣
秀
勝
、
小
早
川
秀
秋
、
徳
川
秀
忠
等
が
参
議
に
就
き
、
宇
喜
多
秀
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
前
照
利
家
が
散
位
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
秀
吉
政
権
に
お
け
る
武
家
散
位
化
は
そ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
文
禄
元
年
に
は
さ
ら
に
豊
臣
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

保
と
小
早
川
秀
秋
も
散
位
と
な
る
。
こ
の
結
果
、
朝
廷
官
職
に
残
っ
て
い
る
の
は
関
白
秀
次
、
徳
川
家
康
父
子
、
毛
利
響
応
、
上
杉
景
勝
だ
け

に
な
る
。
一
方
、
文
禄
三
年
二
月
前
徳
川
秀
忠
が
散
位
と
な
り
、
四
月
に
前
田
利
家
が
権
中
納
言
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
前
田
利
家
は
同
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

五
月
二
十
日
に
辞
任
し
、
代
わ
り
に
宇
喜
多
秀
家
が
権
中
納
言
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
彼
も
同
年
七
月
二
十
九
日
に
辞
任
す
る
。
デ
方
、
先

述
し
た
よ
う
に
文
禄
元
年
の
従
四
位
下
以
上
の
官
位
叙
任
は
第
二
世
代
が
中
心
で
あ
り
、
文
禄
二
二
二
年
の
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
は
京
極
高

知
、
上
杉
景
勝
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
諸
事
実
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
秀
吉
太
閤
権
力
の
専
制
化
一
天
皇
か
ら
独
立
し
た
太
閤
権
力
構
築
の
志
向
ど
大
名
連
合
的
性
格
の

止
揚
1
を
表
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
太
閤
権
力
の
専
制
化
志
向
は
武
家
官
位
叙
任
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
親
秀
吉
有
力

大
名
を
散
位
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
徳
川
家
康
・
毛
利
提
篭
・
上
杉
景
勝
等
最
麿
力
大
名
は
散
位
化
さ
せ
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
限
界

が
あ
る
。

　
　
　
　
⑳

　
秀
次
事
件
と
秀
頼
の
地
位
安
泰
化
に
伴
っ
て
、
文
禄
四
年
に
太
閤
権
力
の
専
制
化
を
目
指
す
権
力
構
造
が
作
ら
れ
た
が
、
し
か
し
同
時
に
こ

れ
は
、
い
ま
だ
大
名
連
合
的
性
格
を
清
算
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
っ
こ
の
時
期
の
権
力
構
造
の
う
ち
、
専
制
化
の
制
度
的
表
現
は
五
奉
行
制
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で
あ
る
。
一
方
、
五
大
老
制
は
大
名
連
合
的
性
格
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
の
内
で
は
五
大
老
が
優
位
に
立
っ
て
お
り
、
特
に
徳
川
家
康

と
毛
利
輝
元
の
地
位
は
重
要
で
あ
る
。
文
禄
四
年
七
月
置
徳
川
家
康
、
毛
利
輪
禍
、
小
早
川
嵩
置
連
署
起
請
文
前
書
案
に
、
「
坂
東
法
度
置
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

公
事
篇
、
順
路
憲
法
之
上
を
も
っ
て
、
家
康
可
申
付
候
、
坂
西
之
儀
者
、
輝
元
並
隆
景
可
申
付
前
事
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
を
全
国
規
模
に

お
け
る
行
政
担
当
老
と
し
て
位
置
づ
け
ず
に
は
五
大
老
制
・
五
奉
行
制
は
機
能
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

太
閤
権
力
は
有
力
大
名
の
協
力
・
保
証
に
よ
っ
て
の
み
機
能
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
不
安
定
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
権
力
構
造
的
規
制
を
受
け
な
が
ら
、
五
奉
行
の
石
田
三
成
、
長
束
正
長
、
増
田
長
江
を
従
四
位
下
に
昇
進
さ
せ
太
閤
政
権
の
官

位
制
的
補
強
を
謀
る
と
と
も
に
、
大
名
の
上
下
序
列
化
を
強
化
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
五
大
老
ら
の
地
位
を
官
位
の
面
で
相
対
化
さ
せ
る
た
め

に
、
細
川
忠
興
、
京
極
高
次
、
織
照
秀
信
、
織
照
秀
雄
等
有
力
大
名
を
従
三
位
に
昇
進
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
か
れ
ら
有
力
大
名
の
従
三
位
へ
の
叙
任
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
位
階
に
相
当
す
る
朝
廷
官
職
に
は
就
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
秀
次

事
件
の
処
理
と
秀
頼
地
位
安
泰
化
、
こ
れ
に
伴
っ
て
作
ら
れ
た
権
力
構
造
に
お
け
る
均
衡
を
保
つ
た
め
に
は
有
力
大
名
へ
の
官
位
昇
進
が
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
は
い
え
、
律
令
官
職
制
的
国
制
の
自
己
運
動
の
可
能
性
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

律
令
官
職
的
な
武
家
官
位
は
慶
長
元
年
を
前
後
に
し
て
そ
の
性
格
も
変
わ
り
始
め
た
と
い
っ
て
も
的
外
れ
に
は
な
る
ま
い
。
ま
た
こ
れ
は
武
家

散
位
化
i
右
で
述
べ
た
よ
う
な
限
界
は
あ
っ
た
が
一
と
も
内
的
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
秀
吉
時
代
に
お
け
る

武
家
の
位
階
が
他
の
時
代
に
比
べ
て
全
般
に
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
権
力
溝
造
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
官
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

叙
任
に
お
け
る
「
秀
吉
の
恣
意
性
」
を
表
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
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二
　
陪
臣
の
官
位
叙
任

　
と
こ
ろ
で
、
陪
臣
の
官
位
叙
任
は
秀
吉
の
政
権
講
造
と
当
時
の
大
名
権
力
の
存
在
形
態
を
究
明
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
従
五
位
下
に
叙
任

し
た
陪
臣
ら
を
積
算
し
て
み
る
と
、
慶
長
三
年
の
段
階
に
お
い
て
、
徳
川
家
康
が
四
八
人
、
毛
利
耳
元
が
十
九
人
と
し
て
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
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㊧

か
前
田
利
家
九
人
、
宇
喜
多
秀
家
四
人
、
上
杉
景
勝
二
人
、
豊
臣
秀
保
二
人
、
織
田
信
雄
、
宗
義
智
が
各
々
一
人
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
徳
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

家
康
・
毛
利
輝
元
の
家
臣
の
官
位
叙
任
を
中
心
に
時
代
順
に
概
観
し
て
み
よ
う
。
陪
臣
の
官
位
叙
任
は
早
い
時
期
か
ら
み
え
る
が
、
．
そ
れ
が
本

格
化
す
る
の
は
天
正
十
四
年
以
後
で
あ
る
。
天
正
十
四
年
、
徳
川
家
康
を
関
白
政
権
へ
組
み
込
ん
だ
の
で
、
政
権
内
で
一
層
強
力
に
な
っ
た
徳

川
勢
力
を
規
制
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
徳
川
家
臣
の
官
位
叙
任
で
あ
る
。
こ
の
年
、
徳
川
家
康
家
臣
で
あ
る
酒
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

忠
次
が
従
四
位
下
に
、
そ
の
ほ
か
四
人
が
従
五
位
下
に
叙
任
す
る
。
そ
し
て
天
正
十
六
年
の
聖
楽
第
行
幸
の
と
き
、
徳
川
家
康
家
臣
十
四
人
、

そ
し
て
同
年
七
月
二
十
六
日
、
毛
利
窯
元
家
臣
七
人
を
従
五
位
下
に
叙
任
さ
せ
た
。
続
い
て
天
正
十
七
年
に
は
毛
利
輝
元
家
臣
四
人
、
徳
川
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

康
家
臣
二
人
を
従
五
位
下
に
叙
任
さ
せ
て
い
る
。
文
禄
四
年
に
徳
川
家
康
家
臣
十
四
人
が
従
五
位
下
に
叙
任
し
た
。
そ
し
て
前
田
利
家
家
臣
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

人
も
従
五
位
下
に
叙
任
す
る
。
毛
利
輝
元
の
家
臣
に
つ
い
て
も
八
人
が
文
禄
四
・
慶
長
元
年
に
叙
任
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
上
か
ら

陪
臣
の
官
位
叙
任
が
多
か
っ
た
年
は
天
正
十
四
年
、
天
正
十
六
・
十
七
年
、
文
禄
四
・
慶
長
元
年
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
年
は
何
れ
も
権
力
編
成

に
お
い
て
重
要
な
年
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
家
康
家
臣
で
あ
る
鳥
居
元
忠
の
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
該
当
条
に
は
「
天
正
十
四
年
四
月
御
上
洛
の
と
き
…
…
豊
臣
太
閤
の
申
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ね
あ
り
に
よ
り
、
功
臣
の
輩
数
人
叙
爵
せ
し
め
る
」
と
あ
り
、
徳
川
家
康
家
臣
の
官
位
叙
任
が
豊
臣
秀
吉
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
「
こ
の
と
き
（
家
康
上
洛
の
天
正
十
四
年
十
月
　
　
筆
者
注
）
元
忠
に
も
官
位
を
下
し
た
ま
は
ら
む
と
の
沙
汰
あ
り
。
元
忠
う
け
た
ま

は
り
て
、
某
不
才
な
れ
ば
、
他
家
の
恩
恵
を
う
け
て
、
二
主
に
忠
を
尽
く
す
べ
き
道
を
わ
き
ま
へ
ず
、
し
か
の
み
な
ら
ず
三
河
譜
第
の
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
、
万
事
図
解
な
れ
ば
官
位
に
す
す
み
て
、
殿
下
の
御
前
に
出
仕
す
べ
き
器
に
あ
ら
ず
と
て
、
堅
く
こ
れ
を
辞
す
」
と
い
う
記
事
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
彼
ら
陪
臣
は
官
位
叙
任
を
「
二
主
に
忠
を
尽
く
す
」
と
認
識
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
秀
吉
が
陪
臣
の
官
位
叙
任
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
は
、
官
位
を
媒
介
に
し
て
私
的
主
従
関
係
と
は
別
の
公
的
上
下
関
係
を

設
定
し
、
彼
ら
を
両
翼
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
当
時
の
有
力
大
名
権
力
に
規
制
さ
れ
て
い
た
豊
臣
権
力
が
有

力
大
名
権
力
を
相
対
化
す
る
た
め
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
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①
　
『
武
家
補
任
』
（
京
郡
大
学
所
蔵
木
）
、
『
続
撰
武
家
補
任
』
（
内
閣
文
庫
所
蔵

　
太
・
）
、
　
『
新
訂
廊
発
政
雷
謀
修
鶉
繭
家
滋
…
』
（
続
三
型
口
類
従
脚
早
成
会
、
　
～
九
穴
五
）
、
　
『
御
湯

　
殿
上
日
記
』
（
『
続
群
書
類
従
』
旨
煮
三
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
　
一
九
七
三
）
、

　
『
内
閣
文
庫
蔵
武
家
諸
侯
年
表
』
（
東
京
堂
鵬
版
、
　
一
九
六
四
）
、
『
新
編
武
家
事

　
紀
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
九
）
、
『
萩
藩
閥
閲
録
蝕
（
山
口
県
文
書
館
、
一
九

　
六
入
）
、
『
戦
国
人
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
、
　
一
九
八
四
）
等
を
参
考
に
し
て
作

　
成
し
た
。
必
ず
し
も
官
位
叙
任
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
豊
臣

　
早
書
時
期
の
武
家
宮
位
欄
の
傾
向
を
み
る
の
に
は
支
障
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な

　
お
官
位
叙
任
年
月
日
が
わ
か
ら
な
い
者
は
除
い
た
。

②
　
「
任
官
之
事
」
（
『
続
群
書
類
従
』
合
戦
部
二
十
下
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一

　
九
七
九
）
の
「
以
儀
式
有
参
内
、
不
可
無
諸
大
夫
、
侍
之
中
択
其
人
任
之
者
、
十

　
二
人
」
と
い
う
記
録
と
、
「
宇
野
主
水
日
記
」
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
二
五
、
臨
川

　
書
店
、
一
九
八
四
）
の
「
闘
白
二
成
給
フ
ニ
ツ
キ
テ
殿
上
人
諸
大
夫
ナ
リ
ニ
ナ
リ

　
タ
ル
人
十
人
モ
ア
リ
」
と
い
う
記
事
か
ら
も
秀
吉
関
白
就
任
の
と
き
、
大
勢
の
人

　
々
が
官
伎
叙
任
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

③
　
同
年
七
月
に
執
り
行
わ
れ
た
官
位
叙
任
件
数
は
、
確
認
で
ぎ
る
限
り
に
お
い
て

　
は
、
二
十
四
件
で
あ
り
、
問
年
の
そ
れ
の
半
分
以
上
を
占
め
る
。

④
　
宮
沢
誠
一
氏
は
、
¶
幕
藩
体
制
的
官
位
の
成
立
」
（
は
じ
め
に
註
③
）
の
中
で
、

　
「
織
田
信
雄
と
一
族
以
外
に
、
五
人
も
の
最
有
力
大
名
を
公
卿
に
列
し
た
」
こ
之
、

　
「
服
属
の
大
名
二
三
名
を
一
挙
に
「
従
四
位
下
」
「
少
将
」
「
侍
従
」
に
す
る
」
こ

　
と
を
根
拠
に
、
天
正
十
六
年
の
聚
楽
第
行
幸
を
「
武
家
官
位
の
大
系
を
一
変
さ
せ

　
る
導
火
線
と
な
っ
た
」
と
評
価
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
天
正
十
六
年
に
公
卿

　
に
列
し
た
の
は
上
杉
景
勝
と
毛
利
輝
元
だ
け
で
あ
り
、
織
田
借
雄
は
天
正
十
三
年
、

　
豊
臣
秀
長
と
徳
川
家
康
は
天
正
十
四
年
、
宇
讐
多
秀
家
は
天
正
十
五
年
に
公
卿
に

　
列
す
る
。
ま
た
「
聚
楽
第
行
幸
記
」
（
『
群
書
類
従
』
帝
王
部
、
内
外
書
籍
株
式
会

　
社
、
一
九
三
〇
）
の
二
王
グ
ル
ー
プ
の
服
属
大
名
二
三
名
す
べ
て
が
官
位
に
叙
任

　
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
ま
た
聚
楽
第
行
幸
の
時
に
「
一
挙
に
「
従
四
位
下
」
「
少

　
将
」
「
侍
従
」
に
」
し
た
こ
と
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
註
⑧
参
照
。

⑤
　
同
年
従
四
位
下
以
上
に
叙
任
あ
る
い
は
昇
進
し
た
の
は
、
従
五
日
下
か
ら
昇
進

　
し
た
細
川
忠
興
と
筒
井
定
次
、
従
照
位
下
に
初
叙
任
し
た
前
田
利
長
、
織
田
信
秀
、

　
結
城
秀
康
で
あ
り
、
正
三
位
に
織
田
信
雄
が
い
る
。
こ
こ
で
織
田
信
雄
の
官
位
叙

　
任
は
重
要
で
あ
る
。
小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
を
完
全
に
制
覇
で
ぎ
な
か
っ
た
段
階

　
で
、
彼
を
関
白
政
権
内
に
位
置
さ
せ
る
こ
と
は
親
信
擬
勢
カ
ー
1
反
秀
吉
勢
力
の
徳

　
用
家
康
勢
力
へ
の
加
担
を
防
ぐ
た
め
で
あ
り
、
徳
川
家
康
を
孤
立
化
さ
せ
る
政
策

　
的
一
環
で
も
あ
る
。
『
秀
忠
日
記
』
（
続
史
料
大
成
二
十
、
臨
川
書
震
、
一
九
六
七
）

　
天
正
十
四
年
四
月
十
九
臼
条
の
「
…
…
尾
州
よ
り
ひ
ち
か
た
彦
三
郎
被
越
候
由
候
、

　
殿
様
ハ
い
ろ
い
ろ
六
ケ
敷
山
颪
候
間
、
事
切
候
ハ
ん
か
と
御
意
候
、
さ
や
う
候
へ

　
は
、
儀
雄
様
失
御
面
目
候
…
…
」
と
い
う
記
事
か
ら
、
当
時
、
織
田
信
雄
が
徳
粥

　
家
康
と
黒
蜜
秀
吉
と
の
和
解
に
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
僑
雄
の
積

　
極
的
な
和
解
関
与
は
、
徳
川
家
康
を
関
白
政
権
内
に
引
き
入
れ
て
両
者
の
勢
力
均

　
衡
構
造
に
お
け
る
自
分
の
位
置
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
見
ら
れ
る
。

⑥
註
⑥
参
照
。

⑦
　
天
正
十
四
年
に
従
四
位
下
に
叙
任
さ
れ
た
の
は
、
上
杉
景
勝
、
丹
羽
長
重
、
豊

　
臣
秀
次
、
豊
臣
早
撃
（
同
日
従
三
位
昇
進
）
、
お
よ
び
徳
川
家
康
の
家
臣
で
あ
る

　
酒
井
忠
次
が
い
る
。
そ
し
て
同
年
徳
川
家
康
は
従
三
位
に
昇
進
し
、
同
じ
く
豊
臣

　
霊
長
が
従
三
位
に
叙
任
さ
れ
、
岡
年
十
…
月
に
両
人
は
正
三
位
昇
進
、
織
田
信
雄

　
は
従
二
位
に
昇
進
す
る
。
天
正
十
五
年
に
な
る
と
、
従
四
位
下
に
森
忠
政
（
昇
進
）
、

　
飯
尾
信
宗
、
宇
轡
多
秀
家
が
叙
任
さ
れ
る
。
そ
し
て
従
三
位
に
は
豊
臣
秀
次
、
宇

　
爾
多
秀
家
は
従
四
位
下
叙
任
と
同
日
従
三
位
に
昇
進
さ
れ
る
。

⑧
　
　
「
聚
楽
第
行
幸
記
」
を
み
る
と
、
聚
楽
第
行
幸
行
列
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

　
か
れ
て
い
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
従
三
位
以
上
の
織
田
儒
雄
、
徳
…
川
家
康
、
鐙
臣

　
翼
長
、
豊
臣
秀
次
、
宇
喜
多
秀
家
、
第
一
一
グ
ル
ー
プ
は
秀
吉
直
臣
と
一
般
大
名
八

　
十
三
人
、
第
三
グ
ル
…
プ
は
第
…
グ
ル
ー
プ
と
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
間
に
位
慨
す
る

　
二
十
七
人
で
あ
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
周
知
の
通
り
従
三
位
以
上
の
有
力
大
名
で
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近肚武家官位制の成立過程について（李）

　
あ
る
。
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
人
々
は
従
五
位
下
あ
る
い
は
無
位
無
冒
で
あ
り
、
従
四

　
位
下
の
人
々
は
第
三
グ
ル
ー
プ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
分

　
け
は
官
位
的
な
高
下
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
の
権
力
序
列
と
一
致
し
て

　
い
る
と
み
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
第
三
グ
ル
ー
プ
に
は
無
位
日
商
の
者
も

　
従
五
位
下
の
者
も
い
る
。
そ
し
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
外
様
」
有
力
大
名
た
ち
が
中

　
心
で
あ
る
が
、
「
譜
代
」
大
名
・
秀
吉
の
養
子
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
る
。
天
正
十
六

　
年
四
月
十
五
日
に
提
出
さ
れ
た
起
請
文
は
、
聚
楽
第
行
累
の
時
の
第
三
グ
ル
…
プ

　
の
中
で
の
前
田
利
家
、
織
田
秀
僧
、
小
早
川
秀
秋
、
加
藤
清
正
を
除
い
た
二
十
三
大

　
名
に
鵬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
序
列
は
聚
楽
第
行
率
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

　
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
内
部
序
列
は
官
位
的
上
下
と
は
一
致
し
な
い
。

⑨
　
　
『
御
湯
殿
上
日
記
瞼
天
正
十
六
年
七
月
二
十
九
日
条
。

⑩
『
萩
藩
閥
閲
録
』
。

⑪
　
天
正
十
八
年
に
従
四
位
下
に
叙
任
し
た
の
は
、
具
体
的
に
は
徳
川
秀
忠
（
昇
進
）
、

　
宗
義
智
、
前
田
利
家
で
あ
る
。

⑫
　
天
正
十
九
年
に
、
俳
達
政
宗
、
佐
竹
義
宣
、
最
上
義
光
、
里
見
義
康
、
豊
臣
秀

　
保
、
小
早
川
秀
秋
が
従
四
位
下
に
叙
任
さ
れ
る
。
前
の
四
人
は
東
北
征
伐
の
結
果

　
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
秀
保
は
梢
続
に
か
か
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
小
早
川

　
秀
秋
は
秀
吉
の
猶
子
で
あ
る
。

⑬
　
正
四
位
譲
に
毛
利
秀
元
（
昇
進
）
、
従
四
位
下
に
織
田
秀
信
、
豊
臣
秀
勝
（
豊
臣

　
秀
吉
の
甥
）
（
以
上
初
叙
任
）
、
従
三
位
に
豊
臣
秀
保
、
小
早
川
秀
秋
、
徳
川
秀
忠

　
（
以
上
昇
進
）
等
が
叙
任
す
る
。

⑭
同
年
、
秀
次
家
臣
五
人
（
津
田
重
久
、
今
技
重
直
、
生
駒
直
務
、
阿
閉
平
右
衛

　
門
、
有
馬
三
訂
）
が
従
五
位
下
に
叙
任
す
る
。

⑮
上
杉
景
勝
の
宮
位
は
『
公
卿
補
任
』
（
古
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）
に
従
う
。

⑯
　
譲
⑭
の
秀
次
家
臣
の
官
位
叙
任
は
関
白
秀
次
が
官
位
制
的
編
成
を
補
強
し
て
自

　
分
の
位
置
を
固
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

⑰
『
公
卿
補
任
』
天
正
十
九
年
払
。

⑱
『
公
卿
補
任
』
文
禄
元
年
条
。

⑲
『
公
卿
補
任
』
文
禄
二
、
三
年
夏
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
官
位
舗
的
編
成
を
弱
体

　
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
秀
吉
の
意
図
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

⑳
　
関
白
秀
次
処
罰
は
律
令
官
職
満
面
欄
が
自
己
運
動
し
て
い
く
こ
と
を
防
ぐ
た
め

　
の
必
然
的
な
事
件
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

⑳
　
　
『
大
目
本
古
文
書
』
（
家
わ
け
第
八
、
毛
利
家
文
霞
之
三
、
東
京
大
学
史
料
編

　
出
所
、
一
九
七
九
）
。

⑫
宮
沢
誠
一
氏
は
「
幕
頭
語
的
武
家
官
位
の
成
立
」
（
は
じ
め
に
註
③
）
に
お
い

　
て
、
武
家
の
官
位
と
僧
の
位
階
1
1
僧
綱
と
の
未
分
離
、
武
家
の
官
位
が
必
ず
し
も

　
禄
高
に
基
づ
く
家
格
と
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
官
位
叙
任
に
お

　
け
る
秀
吉
の
「
恣
意
」
性
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
宮
沢
誠
｝
氏
が
指

　
摘
し
た
通
り
、
武
家
官
位
綱
の
未
成
立
の
基
準
に
は
な
る
が
、
し
か
し
秀
吉
の

　
「
恣
意
」
性
を
表
わ
す
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
し
て
禄
高
と
王
位
が
合
わ
な

　
い
の
は
徳
川
幕
府
期
で
も
同
じ
で
あ
る
。

⑳
　
上
杉
景
勝
の
家
臣
の
官
位
叙
任
は
直
江
兼
続
、
須
田
二
親
以
外
に
も
い
る
ら
し

　
い
。
期
ち
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
上
杉
景
勝
の
条
に
「
（
天
正
十
六
年
）
入
月
十
七

　
臼
家
臣
直
江
兼
々
従
五
位
下
山
城
守
に
叙
任
す
。
そ
れ
よ
り
の
ち
家
臣
叙
爵
せ
る

　
も
の
十
余
人
に
を
よ
ぶ
」
と
あ
る
。

⑳
　
天
正
十
一
年
の
土
方
雄
久
（
織
田
信
雄
の
臣
）
、
本
多
広
孝
（
徳
川
家
康
の
臣
）
、

　
天
正
十
二
年
の
津
田
二
月
（
雲
州
家
康
の
臣
）
、
山
田
正
勝
（
徳
川
家
康
の
臣
で
あ

　
つ
た
が
、
同
年
転
任
し
て
秀
次
の
臣
と
な
る
）
、
明
石
景
親
（
宇
喜
多
秀
家
の
臣
）

　
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

働
　
阿
部
正
勝
、
榊
原
康
政
、
高
力
清
長
、
本
多
正
信
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
認
で

　
き
る
範
囲
の
こ
と
で
あ
り
、
確
か
な
人
数
は
い
ま
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

⑳
　
　
『
御
駕
殿
上
日
記
』
文
禄
四
年
三
月
二
十
一
日
条
に
「
い
へ
や
す
し
．
山
大
夫
十

　
四
人
あ
り
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

⑳
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
前
田
利
家
条
に
「
こ
れ
（
文
禄
四
年
朔
日
一
筆
五
趣
）

53　（825）



よ
り
さ
き
太
閤
し
ば
し
ば
利
家
が
邸
に
臨
み
、
巻
遇
も
っ
と
も
あ
つ
し
。
又
家
臣

前
田
対
馬
守
長
種
、
村
井
豊
後
守
は
じ
め
又
兵
衛
長
門
、
篠
原
出
羽
守
～
孝
、
高
昌

石
見
守
定
告
、
中
川
武
蔵
守
は
じ
め
清
六
郎
光
重
、
奥
村
河
内
守
澄
明
、
寓
田
越
後

守
重
政
、
木
村
土
佐
守
景
行
、
岡
田
丹
後
守
某
五
位
の
諸
大
夫
と
な
る
」
と
あ
る
。

⑱
　
文
禄
四
年
に
毛
利
元
康
、
蝿
叩
戸
元
次
、
二
宮
誤
長
、
毛
利
秀
元
、
慶
長
元
年
に

　
毛
利
元
政
、
熊
谷
元
直
、
平
賀
元
絹
、
柳
沢
淋
毒
、
小
早
川
隆
景
の
家
鼠
で
あ
る

　
高
山
盛
聡
等
が
従
五
位
下
に
叙
任
さ
れ
る
。

⑳
、
⑭
　
『
寛
政
重
文
諸
家
譜
臨
鳥
居
元
忠
条
。

54　（826）

五

幕
藩
制
初
期
武
家
宮
位
制
の
展
開
と
権
力
編
成

官
位
叙
任
の
動
向

　
豊
臣
秀
吉
死
後
、
政
権
の
首
座
に
座
っ
た
徳
川
家
康
に
あ
っ
て
は
、
大
名
連
合
的
権
力
構
造
を
破
り
、
秀
頼
の
権
威
を
相
対
化
し
て
自
分
自

身
の
権
力
を
専
制
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
達
成
過
程
こ
そ
江
戸
時
代
初
期
政
治
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
は
将
軍
と
大
名
と
の
実
質

的
上
下
関
係
の
設
定
、
大
名
権
力
よ
り
優
先
す
る
将
軍
権
力
の
立
証
、
そ
の
権
力
の
制
度
化
・
法
制
化
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
保
証
す
る
社
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

環
境
作
り
を
も
っ
て
そ
の
全
過
程
を
終
え
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
江
戸
幕
府
初
期
政
治
過
程
に
お
い
て
武
家
宮
位
制
は
ど
の
よ

う
に
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
②

　
《
単
三
》
か
ら
官
位
叙
任
の
全
体
的
動
向
を
み
よ
う
。
武
家
の
官
位
叙
任
は
年
度
に
よ
っ
て
零
件
か
ら
七
一
件
ま
で
幅
広
く
、
増
減
の
周
期

性
も
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
万
治
元
年
か
ら
寛
文
五
年
ま
で
を
除
い
て
み
る
と
、
将
軍
宣
下
が
あ
っ
た
慶
長
八
年
、
慶
長
十
年
、
「
7
5
和
九
年
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

慶
安
四
年
、
将
軍
上
洛
が
あ
っ
た
元
和
元
年
、
寛
永
三
年
、
寛
永
十
一
年
に
官
位
叙
任
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
官
位
叙
任
が
多
か

っ
た
年
を
中
心
に
し
て
そ
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
、
徳
川
家
康
が
将
軍
宣
下
を
受
け
た
慶
長
八
年
二
月
、
従
五
位
下
に
叙
任
し
た
の
は
十
人
で
あ
り
、
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
は
な
い
。

そ
の
際
、
叙
任
し
た
人
々
は
譜
代
・
旗
本
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
、
徳
川
家
康
が
拝
賀
の
た
め
参
内
し
た
三
月
二
十
五
日
の
武
家
宜
位
叙

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

任
は
従
五
位
下
に
八
人
、
従
四
位
下
に
五
人
、
結
城
秀
康
が
正
三
位
に
昇
進
す
る
。
特
に
従
四
位
下
叙
任
老
は
外
様
大
名
一
親
書
頼
系
列
の



近世武家官位制の成立過程について（李）

　　　　　　　　　　　　〈表三〉　近世初期年次別武家官位叙任

年　度 1従五下i正五下1従酬正四下1従誰1正三位1従二位i正二位1 計
　

慶長5 14 2 16

6 15 3 1 19

7 4 1 5

8 21 2 5 1 29

9 21 3 24

10 34 1 4 1 40

11 6 4 1G

13 5 5

13 12 1 13

14 14 1 14

15 11 2 13

16 14 5（2） 2 22（2）

17 8 8

18 9 1 10

19 8 1 9

元和元 33 5 2 1 41

2 17 1 3 1 ユ 23

3 13 3 16

4 5 2 7

5 6 6

6 12 1（1） 1 1 1 16（1）

7 10 1 11

8 8 8

9 26 10（1） 1 1 38

寛永元 16 16

2 11 2（1） 13（1）

3 36 25 2 5 3 2 73

4 12 1 13

5 6 6

6 6 4 ユ0

7 22（1） 22（1）

8 12（1） 3 15（1）

9 26（1） 3 29（1）

10 6 3 9

11 24 18 42

12 11 3 14

13 13 13

14 1 1

15 12 12

16 6 1 7

17 10 3 3 16

18 11 1 12

19 5 2 7

55　（827）



瓢
晶
、
a
毒
・
易
蛤
3
・
2
－
艮
聖
嘉
駕
黒
闇

1

1

3

1

1

1

1
　
　
1

1

ω
3
②
5
1
5
0
1
2
2
9
8
1
ω
5
0
3
1
1
1
⑧
3
7

6
　
　
　
　
ハ
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

嘉
繋
・
竃
・
菊
聲
盟
・
U
塁
銘
％
蜘
B

寛永20

正保元

　　2

　　3

　　4
慶安元

　　2

　　3

　　4
承応元

　　2

　　3
明暦元

　　2

　　3
万諸元

　　2

　　3
寛文元

　　2
3

4

5

2ro（

19

12

（）は＊＊＊上を示す。正二位は従一位を含む。

大
名
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
－
ま
た
、
慶
長
十

一
年
か
ら
慶
長
十
九
年
ま
で
武
家
官
位
叙
任
は
は
比
較
的
少
な

く
、
慶
長
十
三
・
十
四
年
か
ら
は
十
二
月
の
定
例
武
家
叙
任
が

　
　
　
　
⑥

見
え
始
め
る
。
慶
長
十
六
年
の
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
は
、
吉

良
三
三
を
除
き
、
家
康
上
洛
の
三
月
二
十
日
前
後
に
し
て
執
軌

　
　
　
⑦

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
慶
長
十
九
年
ま
で
の
官
位
叙
任
日
は
非
常

に
不
規
則
で
あ
る
が
、
元
和
元
年
の
官
位
叙
任
は
秀
忠
の
参
内

　
　
　
　
　
　
⑧

と
関
係
し
て
い
る
。
元
和
三
年
と
元
和
五
年
に
も
上
洛
が
あ
る

が
、
そ
の
際
の
官
位
叙
任
は
み
ら
れ
な
い
。
以
後
家
光
の
将
軍

宣
下
以
前
ま
で
武
家
の
官
位
叙
任
は
少
な
い
。

　
元
和
九
年
に
は
家
光
将
軍
宣
下
が
あ
り
、
そ
れ
と
関
連
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

武
家
官
位
叙
任
は
急
に
増
加
す
る
。
，
寛
永
三
年
の
上
洛
は
天
皇

の
二
条
城
行
幸
と
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
官

位
叙
任
数
は
江
戸
幕
府
創
立
以
来
の
最
高
数
値
を
示
し
て
い
る
。

特
に
従
四
位
下
以
上
の
官
位
叙
任
者
が
多
く
、
そ
の
中
に
も
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

代
大
名
の
叙
任
が
目
立
つ
。
こ
う
し
た
譜
代
大
名
に
重
点
を
お

く
叙
任
の
あ
り
方
は
こ
れ
ま
で
の
外
様
を
中
心
と
し
た
叙
任
の

あ
り
方
と
は
異
な
る
も
の
で
、
幕
府
権
力
が
専
制
化
に
向
け
て

新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

56　（828），



近世武家官位欄の成立過程について（李）

　
寛
永
四
年
以
後
か
ら
寛
永
十
一
年
ま
で
は
、
寛
永
九
・
十
一
年
を
除
け
ば
、
官
位
叙
任
は
少
な
く
、
大
部
分
が
定
例
的
官
位
叙
任
で
あ
る
。

秀
忠
が
没
し
た
寛
永
九
年
の
官
位
叙
任
は
高
い
数
値
を
示
し
て
い
が
、
九
割
以
上
が
十
二
月
の
定
例
叙
任
で
あ
る
。
同
年
に
お
い
て
官
位
叙
任

が
多
か
っ
た
の
は
家
康
の
没
し
た
元
和
二
年
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
寛
永
九
年
目
お
い
て
は
定
例
的
叙
任
で
あ
る
こ
と
に
差
が
あ
る
。
両

方
と
も
将
軍
宣
下
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
永
十
一
年
の
従
五
位
下
叙
任
は
閏
七
月
の
叙
任
は
み
ら
れ
る
も
の
の
（
五
人
）
、
七
月
の
将
軍

上
洛
と
直
接
的
関
連
性
は
見
ら
れ
ず
、
半
分
以
上
が
定
例
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
対
照
的
な
の
は
同
年
の
従
四
位
下
叙
任
が
家
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

上
洛
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
＋
八
人
中
＋
三
人
）
。
そ
の
う
え
同
年
も
譜
代
・
旗
本
の
従
四
位
下
叙
任
が
多
い
。

　
寛
永
十
一
年
の
家
光
上
洛
以
後
か
ら
慶
安
四
年
家
光
没
ま
で
の
官
位
叙
任
は
少
な
い
。
そ
し
て
慶
安
四
年
八
月
、
徳
川
尊
卑
が
江
算
で
将
軍

宣
下
を
受
け
る
が
、
そ
の
将
軍
宣
下
に
際
し
た
従
五
位
下
叙
任
が
、
こ
の
年
の
官
位
叙
任
の
七
割
を
占
め
て
い
る
（
三
＋
人
）
。
そ
の
ほ
か
の
官

位
叙
任
、
ま
た
そ
の
後
の
叙
任
は
ほ
と
ん
ど
が
定
例
的
な
叙
任
と
な
る
。
万
治
元
年
か
ら
寛
文
四
年
ま
で
に
官
位
叙
任
が
多
い
が
、
特
に
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

歳
以
上
の
高
齢
者
の
官
位
叙
任
が
多
い
。
こ
れ
は
、
寛
永
期
以
来
に
お
け
る
官
位
叙
任
の
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
家
格
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
確
立
に
伴
う
官
位
叙
任
に
起
因
す
る
。
特
に
二
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
官
位
叙
任
が
多
か
っ
た
こ
と
は
そ
の
表
れ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
こ
う
し
た
宮
位
叙
任
の
あ
り
方
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
幕
府
が
宮
位
制
を
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
秀
吉
政
権
下
で
推
進
さ
れ
て
き
た
官
位
制
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
、
幕
府
権
力
が
浸
透
で
き
な
い
西
園
大
名

－
秀
頼
と
の
関
係
が
深
い
大
名
I
l
の
存
在
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
朝
廷
の
動
き
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
則
ち
、
豊
臣
政
権
下
で
築
き

上
げ
ら
れ
た
武
家
官
位
制
の
枠
組
み
が
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
徳
川
幕
府
は
そ
う
し
た
先
行
す
る
枠
組
み
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
自
ら
の
権

力
の
確
立
へ
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
慶
長
八
年
、
徳
川
家
康
が
将
軍
宣
下
を
受
け
た
の
は
、
豊
臣
権
力
の
影
を
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

全
に
抹
殺
し
た
上
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
家
康
は
官
位
二
上
い
く
つ
か
の
有
利
な
点
を
有
し
て
い
た
。
家
康
が
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

最
高
の
官
位
に
就
い
て
い
た
こ
と
、
徳
川
直
系
で
あ
る
秀
忠
・
秀
康
が
高
位
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
、
豊
臣
政
権
下
に
既
に
数
多
く
の
家
臣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

官
位
叙
任
し
て
い
た
こ
と
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
慶
長
八
年
末
に
お
い
て
、
従
（
正
）
五
位
に
叙
任
さ
れ
て
い
た
大
名
は
八
十
七
人
で
あ
る
が
、
そ
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⑲

の
中
の
三
十
六
人
が
譜
代
大
名
で
あ
り
、
そ
の
三
十
六
人
の
中
、
秀
吉
死
後
官
位
叙
任
し
た
人
た
ち
は
十
五
人
で
あ
る
。
豊
臣
政
権
が
大
名
徳

川
氏
を
牽
制
す
る
た
め
に
採
用
し
た
陪
臣
叙
任
を
、
家
康
は
自
ら
都
合
の
良
い
方
向
へ
再
編
、
利
用
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
右
に
み
た
よ
う
に
元
和
九
年
以
前
ま
で
の
従
四
位
下
叙
任
が
主
に
有
力
外
様
大
名
家
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
幕
府
は
ま

ず
有
力
外
様
大
名
権
力
を
幕
府
権
力
に
包
摂
し
、
彼
ら
を
幕
藩
体
制
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
即
ち
発
和
九
年
以
前
ま
で
の
従
四
位
下
叙
任

は
幕
府
が
朝
廷
、
外
様
大
名
に
一
定
度
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
徐
々
に
朝
廷
は
武
家
に
対
す
る
官
位
制
か
ら
遮
断
さ

れ
つ
つ
経
済
的
安
定
を
得
、
外
様
大
名
は
幕
藩
権
力
に
編
成
さ
れ
な
が
ら
藩
権
力
を
確
立
す
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
従
四
位
下
叙
任

は
外
様
大
名
権
力
の
保
証
で
あ
る
と
と
も
に
、
幕
藩
体
制
の
中
で
の
彼
ら
の
位
置
を
示
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
朝
廷
・
外
様
・
幕
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

諸
関
係
が
一
段
落
し
て
武
家
官
位
制
が
制
度
的
に
転
換
す
る
の
は
元
和
六
年
忌
あ
る
が
、
そ
の
雨
蓋
線
上
に
元
和
九
年
の
家
光
将
軍
宣
下
・
上

洛
、
寛
永
三
年
の
上
洛
・
二
条
城
行
幸
、
寛
永
十
一
年
の
上
洛
が
位
置
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
元
和
九
年
か
ら
寛
永
十
一
年
ま
で
上
級
譜
代
大
名
の
従
四
位
下
叙
任
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
先
に
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
幕
府
権
力
専
制
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

伴
う
外
様
大
名
の
官
位
言
上
の
地
位
の
相
対
化
を
謀
る
と
と
も
に
、
幕
職
と
官
位
制
を
連
係
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
幕
府
を
規
制

し
て
き
た
朝
廷
・
有
力
外
様
大
名
等
の
あ
り
方
の
変
化
、
幕
府
権
力
の
専
制
化
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
寛
永
三
年
の
時
点
に
お
い
て
有
力
外
様

大
名
の
官
位
は
制
度
的
に
定
め
ら
れ
て
、
官
位
が
持
っ
て
い
た
政
治
的
な
積
極
的
意
味
を
失
わ
せ
、
定
例
的
叙
任
が
定
着
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
｝
方
、
秀
頼
は
始
終
官
位
執
奏
権
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
同
時
に
次
の
よ
う
な
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。
則
ち
徳
川
家
康
が
将
軍
職
の

辞
任
を
奏
請
し
た
慶
長
十
年
四
月
七
日
の
翌
日
、
池
田
輝
政
の
子
直
輝
、
細
川
忠
興
の
子
忠
利
、
最
上
義
光
の
子
家
親
を
侍
従
に
叙
任
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

家
康
が
前
田
利
長
の
養
子
利
光
（
密
語
）
を
元
服
さ
せ
て
松
平
氏
を
与
え
る
と
と
も
に
、
従
四
位
下
侍
従
に
叙
任
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
方
で
秀
忠
将
軍
宣
下
に
関
連
し
た
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
将
軍
宣
下
を
前
後
に
し
た
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
官
位
執
奏
権
が
徳

川
家
康
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
委
頼
を
支
え
る
現
実
的
基
盤
i
秀
頼
を
中
心
と
す
る
外
様
勢
カ
ー
が
崩
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

58　（830）



近世武家官位制の成立過程について（李）

　
秀
告
政
権
下
で
推
進
さ
れ
て
き
た
官
位
制
に
対
す
る
家
康
の
も
う
一
つ
の
対
応
は
、
慶
長
三
年
に
始
ま
る
散
位
化
の
動
き
で
あ
る
。
同
年
に

は
毛
利
輝
元
、
上
杉
景
勝
が
散
位
と
な
り
、
慶
長
五
年
に
な
る
と
、
官
職
に
就
い
て
い
る
武
家
は
徳
川
家
康
、
結
城
秀
康
、
豊
臣
秀
頼
、
織
田

秀
信
だ
け
と
な
る
。
慶
長
六
年
に
は
徳
川
秀
忠
が
大
納
言
に
な
る
が
、
慶
長
八
年
十
一
月
十
六
日
、
徳
川
家
康
は
右
大
臣
職
を
辞
任
し
散
位
化

す
る
。
そ
し
て
同
年
織
田
秀
信
も
官
職
か
ら
姿
を
消
す
。
慶
長
十
一
年
に
な
る
と
、
徳
川
秀
忠
、
結
城
秀
康
も
辞
任
し
、
朝
廷
官
職
に
就
い
て

い
る
の
は
豊
臣
秀
頼
だ
け
と
な
る
。
そ
の
豊
臣
秀
頼
も
慶
長
十
二
年
正
月
十
一
日
辞
任
し
て
、
公
卿
以
上
の
官
職
に
就
い
て
い
る
武
家
は
な
く

　
㊧
な
る
。

　
こ
う
し
た
時
期
に
お
け
る
武
家
官
位
の
散
位
化
は
、
朝
廷
を
権
力
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
原
則
下
で
、
高
官
位
外
様
大
名
と
天
皇
・
朝
廷
と

の
つ
な
が
り
を
断
ち
切
る
意
図
で
執
り
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
慶
長
十
一
年
の
武
家
官
位
執
奏
権
掌
握
の
企
図
に
も
、
官
位
叙

任
に
お
け
る
武
家
と
天
皇
・
朝
廷
の
直
接
的
な
結
合
可
能
性
を
遮
断
す
る
意
図
が
潜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
秀
頼
の
官
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

執
奏
権
否
定
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
武
家
散
位
化
、
家
康
の
武
家
官
位
執
奏
権
掌
握
一
秀
頼
の
武
家
官
位
執
奏
権
否
定
は
内
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。

　
し
か
し
い
ま
だ
西
国
大
名
は
健
在
で
あ
り
、
官
位
制
に
お
い
て
も
豊
臣
時
代
の
影
は
残
っ
て
い
る
。
即
ち
徳
川
家
康
が
将
軍
に
な
る
前
に
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
位
下
以
上
に
叙
任
し
た
大
名
た
ち
一
特
に
従
三
位
の
外
様
大
名
た
ち
一
が
未
だ
多
数
残
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
幕
府
の
対
応
に

つ
い
て
は
大
名
の
官
位
保
持
率
の
推
移
が
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
後
で
み
る
よ
う
に
慶
長
八
年
か
ら
元
和
九
年
に
か
け
て
の
大
名
の
官
位
保

持
率
そ
れ
自
体
は
上
昇
す
る
が
、
そ
の
主
因
は
従
五
位
下
叙
任
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
間
、
御
三
家
を
除
く
従
三
位
以
上
叙
任
大

名
は
減
少
の
一
途
を
辿
る
の
で
あ
る
。

二
　
大
名
の
官
位
保
持
の
状
況

　
⑳
《
表
四
》
は
将
軍
宣
下
、

上
洛
・
参
内
が
あ
っ
た
年
を
中
心
に
し
て
横
断
的
に
切
っ
て
大
名
の
官
位
保
持
現
況
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
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＜表四》　近世初期大名官位保持状況

年度下五下電動利撫下下四這瞬三匡到従二睡一計陣
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W0

W2

W1
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170／208

177f219
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1
1
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1
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1
　
　
1
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0
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P9

Q0
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S3
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T3

S5

S2

S0

S7

1
　
　
1

2

86

X7

酷
�
�
鵠
ﾀ
珊
囎
㎜
聯
姻

慶長8

　　10

元和元

　　9
寛永3
　　1工

　　20

正保4

慶安4

明暦2
寛文元

　　5

※官位叙任者数／母数。＊＊＊下は＊＊＊上を含む。

か
ら
み
る
と
、
従
五
位
叙
任
大
名
は
幕
府
成
立
以
後
元
和
九
年
ま
で
増
加
し
、
そ
れ
以
後

寛
永
二
十
年
に
増
加
す
る
も
の
の
、
慶
安
四
年
ま
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
慶
安
四
年
以
後
は
も
う
一
度
増
加
し
て
い
る
。
四
位
の
場
合
は
、
幕
府
設
立
以
後

慶
長
二
十
年
の
大
坂
の
陣
ま
で
は
ほ
ぼ
同
数
だ
が
、
そ
の
後
徐
々
に
増
加
し
寛
永
二
十
年

に
な
っ
て
最
高
と
な
る
。
以
後
や
や
減
少
す
る
が
、
寛
文
五
年
に
至
り
も
う
一
度
増
加
し

て
い
る
。
一
方
、
従
三
位
は
幕
府
設
立
の
時
が
一
番
多
く
、
そ
の
後
減
少
し
て
い
る
。
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

二
位
以
上
の
叙
任
は
将
軍
家
と
御
三
家
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
将
軍
家
と
御
三
家
が
諸
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

名
よ
り
優
位
に
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
寛
永
年
間

以
降
、
従
四
位
保
持
大
名
が
多
く
な
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
元
和
元
年
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
一
門
・
譜
代
大
名
の
従
四
位
下
叙
任
の
増
加
に
あ
る
。
以
上
の
傾
向
を
大
名
階
層
全
体

か
ら
み
る
と
、
慶
長
八
年
か
ら
寛
永
三
年
ま
で
は
大
名
の
官
位
保
持
率
は
六
十
％
か
ら
八

二
％
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
寛
永
三
年
か
ら
寛
永
二
十
年
ま
で
は
約
八
十
％
を
維
持
し
、

そ
の
後
慶
安
四
年
ま
で
は
八
二
％
か
ら
七
五
％
に
減
少
し
て
い
る
が
、
慶
安
四
年
か
ら
寛

文
五
年
ま
で
に
七
五
％
か
ら
九
六
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　
右
の
よ
う
な
傾
向
の
原
因
を
《
表
四
》
か
ら
時
期
別
に
み
る
と
、
幕
府
設
立
以
後
か
ら

元
和
九
年
ま
で
の
大
名
官
位
保
持
率
の
増
加
は
主
に
一
五
雪
下
叙
任
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

元
和
九
年
か
ら
寛
永
十
一
年
ま
で
、
従
五
位
下
に
叙
任
し
て
い
る
大
名
が
減
少
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
名
官
位
保
持
率
の
横
ば
い
現
象
が
見
ら
れ
る
の
は
、
従
五
位
下
大

名
の
従
四
位
下
へ
の
昇
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
寛
永
二
十
年
に
お
い
て
は
、
従
五
位
、
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従
四
位
両
方
と
も
増
加
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
名
の
官
位
保
持
率
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
藩
の
増
加
に
そ
の
原
因
が
あ
る
。
ま
た
、
寛

永
十
一
年
以
後
に
お
い
て
官
位
叙
任
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
大
名
の
官
位
保
持
率
は
下
が
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現

状
維
持
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ま
で
の
官
位
叙
任
者
が
襲
封
あ
る
い
は
大
名
に
仕
立
て
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
か
ら
慶
安
四
年
ま
で
は
従
五
位
下
・
従
四
位
下
以
上
の
叙
任
大
名
、
藩
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
名
の
官

位
保
持
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
こ
の
時
期
の
官
位
叙
任
が
元
服
と
関
嘉
し
た
定
例
的
な
も

の
に
な
っ
た
た
め
、
幼
い
時
に
襲
封
す
れ
ば
、
無
官
位
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
あ
る
。
例
え
ば
正
保
二
年
の
場
合
、
十
九
人
が
襲
封
・
移
封
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

た
が
、
五
人
（
全
体
の
二
％
）
が
十
歳
以
下
で
無
官
位
で
あ
る
。
慶
安
四
年
の
場
合
に
は
、
十
六
人
が
襲
封
・
移
封
さ
れ
た
が
、
五
人
が
二
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

以
下
の
無
官
長
者
、
六
藩
が
慶
安
四
年
末
ま
で
襲
封
奢
が
未
定
で
あ
っ
た
。
慶
安
四
年
の
場
合
を
単
純
計
算
し
て
み
て
も
、
彼
ら
十
一
人
は
全

体
の
五
％
に
あ
た
る
。
ま
た
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
官
位
の
持
っ
て
い
た
政
治
的
な
積
極
的
意
味
が
失
わ
れ
て
、
襲

器
質
成
人
に
な
っ
て
も
成
人
で
襲
制
し
て
も
、
官
位
叙
任
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
官
位
叙
任
か
ら
い
え
ば
、
寛
永
期
以
後
の
官
位
叙

任
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
慶
安
四
年
の
大
名
官
保
持
率
の
下
げ
に
影
響
し
て
い
る
と
み
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
正
保
四
年
の
七
九
％
か
ら
慶
安

四
年
の
七
五
％
に
大
名
官
位
保
持
率
が
下
が
っ
た
の
は
理
解
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
慶
安
四
年
以
後
大
名
の
官
位
保
持
率
が
高
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
暦
二
年
の
大
名
の
う
ち
、
承
応
元
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ら
明
暦
二
年
の
間
に
初
叙
任
し
た
の
は
二
二
人
で
あ
り
、
四
人
を
除
く
と
、
二
十
歳
以
下
で
叙
任
す
る
。
そ
の
二
二
人
の
う
ち
十
六
人
が
慶
安

四
年
の
時
に
は
大
名
で
あ
り
な
が
ら
無
官
位
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
慶
安
四
年
末
ま
で
藩
主
が
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
諸
藩
の
う
ち
、
中
村
藩
、

桑
名
藩
、
丸
岡
藩
の
三
大
名
が
承
応
二
年
に
叙
任
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
慶
安
四
年
に
お
け
る
無
官
位
大
名
十
九
人
が
そ
の
期
間
に
叙
任
し
、

こ
れ
は
全
体
の
八
％
に
当
る
。
こ
こ
か
ら
、
慶
安
四
年
の
七
五
％
か
ら
明
暦
二
年
の
八
四
％
ま
で
大
名
官
位
保
持
率
が
上
が
っ
た
の
は
無
官
位

の
ま
ま
襲
封
し
て
い
た
大
名
の
官
位
叙
任
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
寛
文
元
年
の
大
名
の
う
ち
、
明
暦
三
年
か
ら
寛
文
元
年
の
間
に
叙
任
し
た
の
は
五
十
人
で
あ
り
、
全
体
の
二
二
％
に
当
た
る
。
そ
し
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て
明
暦
三
年
か
ら
寛
文
元
年
ま
で
の
大
名
官
位
叙
任
の
中
、
一
＝
歳
以
上
で
叙
任
し
た
の
は
三
一
人
と
非
常
に
多
い
。
特
に
万
治
三
・
寛
文
元

年
に
二
十
人
と
非
常
に
集
中
し
て
い
る
。
寛
文
一
7
6
年
の
無
官
位
大
名
は
十
二
人
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
三
宅
康
勝
（
三
二
歳
）
、
北
条
氏
宗
（
四

一
歳
）
、
堀
直
輝
（
二
九
歳
）
を
除
く
と
、
九
人
が
二
十
歳
以
下
で
あ
る
。
そ
し
て
三
宅
康
勝
、
堀
直
輝
も
寛
文
二
年
に
従
五
位
下
に
叙
任
す
る
。

と
す
れ
ば
、
万
治
三
・
寛
文
元
年
に
お
け
る
二
十
歳
以
上
の
高
齢
老
大
名
の
官
位
叙
任
が
そ
の
保
持
率
を
上
が
ら
せ
た
主
な
原
因
と
し
て
み
る

べ
ぎ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
な
に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
万
治
三
・
寛
文
元
年
に
お
け
る
官
位
叙
任
の
大
名
家
を
調
べ
て
み
る
と
、
寛
永
三
年
以
前
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
後
塵
堕
し
て
か
ら
無
皇
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
あ
っ
た
大
名
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。
特
に
三
五
歳
以
上
の
者
が
十
三
人
も
い
る
。
ま
た
三
五
歳
以
下
の
叙
任
者
中
、
九
人
が
前
代
に

は
無
官
位
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
寛
永
三
年
以
前
か
ら
あ
る
い
は
そ
の
後
の
襲
封
以
後
か
ら
無
官
位
家
で
あ
っ
た
二
二
家
（
全
体
の
十
％
）
の
大
名

家
i
特
に
外
様
大
名
家
を
万
治
三
・
寛
文
元
年
に
叙
任
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
大
名
は
官
位
を

保
持
す
る
原
則
が
立
て
ら
れ
た
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。

①
　
そ
の
聴
期
が
寛
文
年
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
『
雪
起
武
家
補
任
』
に
拠
る
。
但
し
一
門
は
『
徳
川
諸
家
系
譜
』
（
続
群
書
類
従

　
完
成
会
、
一
九
七
〇
）
に
よ
り
補
っ
た
。

③
　
松
平
秀
治
氏
は
「
大
名
家
格
制
に
つ
い
て
の
問
題
点
」
（
は
じ
め
に
註
③
）
に
お

　
い
て
、
大
名
の
官
位
叙
任
（
官
職
昇
進
を
含
め
て
）
が
将
軍
上
洛
の
時
に
行
わ
れ

　
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

④
　
参
内
に
関
連
し
た
官
位
叙
任
は
慶
長
九
年
六
月
の
そ
れ
を
見
て
も
確
認
で
き

　
る
。
即
ち
同
年
の
武
家
官
位
叙
任
者
の
七
割
以
上
が
六
月
に
叙
任
さ
れ
た
の
で
あ

　
る
。
同
じ
く
慶
長
十
年
の
場
合
も
将
軍
窓
下
と
参
内
と
関
連
し
て
武
家
官
位
叙
任

　
が
行
な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
慶
長
十
年
の
官
位
叙
任
者
四
十
人
の
中
、
三
十
人
が

　
将
軍
宜
下
と
参
内
に
関
連
し
て
い
る
。

⑤
　
加
藤
清
正
、
堀
尾
忠
茂
、
黒
田
長
政
、
山
内
一
豊
、
田
中
吉
政
等
で
あ
る
。

⑥
定
例
官
位
叙
任
と
い
う
の
は
、
毎
年
十
二
月
の
叙
任
を
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は

　
正
月
の
お
扇
見
え
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
譜
代
あ
る
い
は
旗

　
本
は
早
い
時
期
か
ら
十
二
月
に
叙
任
す
る
例
が
多
く
、
外
様
大
名
系
列
の
人
た
ち

　
の
叙
任
日
は
寛
永
編
年
ま
で
は
大
変
不
規
則
的
で
あ
る
が
、
そ
の
以
後
は
特
別
の

　
場
合
を
除
き
、
譜
代
と
岡
様
十
二
月
に
叙
任
す
る
。

⑦
　
従
三
位
に
徳
川
義
直
、
徳
川
義
宣
、
従
四
位
上
に
結
城
忠
直
、
最
上
義
光
、
従

　
四
位
下
に
徳
川
頼
房
、
堀
尾
忠
晴
、
吉
良
義
弥
が
叙
任
す
る
。

⑧
秀
忠
は
同
年
正
月
二
六
日
、
閾
六
月
一
＝
日
に
参
内
し
、
徳
川
家
康
は
同
年
六

　
月
十
五
日
に
参
内
す
る
。
同
年
の
秀
忠
参
内
と
関
連
し
て
、
正
月
に
九
人
、
閏
六

　
月
に
十
八
人
が
叙
任
す
る
が
、
徳
翔
家
康
参
内
と
関
連
し
た
宮
詣
叙
任
は
み
ら
れ

　
な
い
。

⑨
　
同
年
の
家
光
将
軍
宣
下
・
参
内
が
あ
っ
た
七
月
に
二
酉
人
が
叙
任
さ
れ
る
。
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⑩
譜
代
・
旗
本
系
列
の
従
四
位
下
叙
任
は
元
和
九
年
以
前
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、

　
慶
長
六
年
の
井
伊
直
政
、
皆
川
広
輝
、
慶
長
七
年
の
大
沢
基
宿
（
慶
長
十
七
年
正

　
四
位
下
昇
進
）
、
慶
長
十
一
年
の
井
伊
直
勝
、
慶
長
十
六
年
置
害
良
義
弥
、
慶
長

　
十
九
年
の
水
野
勝
俊
、
元
和
元
年
の
井
伊
直
孝
、
久
松
定
勝
、
　
兀
和
四
年
の
榊
原

　
照
久
な
ど
が
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
希
な
例
で
あ
る
。
こ
れ

　
に
対
し
て
、
元
和
九
年
に
は
板
倉
父
子
、
寛
永
三
年
越
酒
井
患
世
、
奥
平
忠
明
、

　
本
多
忠
政
、
土
井
利
勝
、
久
松
定
行
、
水
野
勝
成
、
酒
井
忠
勝
、
鳥
居
忠
政
、
戸

　
田
康
長
等
が
従
四
位
下
に
叙
任
さ
れ
る
。

⑪
　
本
多
政
朝
、
松
平
信
綱
、
阿
部
忠
秋
、
堀
田
正
盛
、
小
笠
原
忠
信
、
酒
井
忠
行
、

　
久
松
定
綱
、
松
平
家
信
、
松
井
康
重
、
牧
野
忠
成
、
石
川
忠
総
、
戸
田
氏
鉄
、
奥

　
平
忠
昌
等
が
従
四
位
下
に
叙
任
さ
れ
る
。

⑫
　
優
安
四
年
か
ら
明
暦
一
　
一
年
ま
で
㈲
、
万
治
元
年
か
ら
寛
文
四
年
ま
で
⑧
の
各
々

　
七
年
間
の
従
五
位
下
叙
任
者
の
年
齢
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

丁
九

A

　　ny一
一

B

○

一〇

P
一
九
　
二
〇
一
二
九
三
〇
∴
昂
九

四
九
丁
翌
≡
九

七
三
四
三
、
［
二
八

㎎
O
－
究
誉
－
五
九
六
守

計

一
五
丁
二
三
二
七

重
一
＝
二
互
冗
○

⑬
　
旗
本
の
場
合
、
幕
職
と
関
連
し
て
高
齢
に
な
っ
て
官
位
叙
任
す
る
傾
向
は
早
く

　
か
ら
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
高
齢
の
大
名
が

　
一
挙
に
大
勢
叙
任
す
る
。

⑭
国
内
統
治
の
原
則
が
「
太
閤
置
目
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
象
微
さ
れ
る
よ
う
に

　
関
ケ
原
合
戦
直
後
ま
で
も
、
徳
川
家
康
の
地
位
は
秀
頼
政
権
の
代
理
者
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
当
時
「
外
様
」
大
名
ら
を
　
挙
に
制
圧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら

　
で
は
あ
る
が
、
国
家
公
権
の
正
統
性
が
秀
頼
政
権
に
あ
り
、
そ
の
政
権
の
背
後
に

　
朝
廷
が
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

⑮
徳
用
家
康
の
官
位
は
慶
長
七
年
に
す
で
に
従
一
位
内
大
臣
で
あ
っ
た
。

⑯
慶
長
七
年
に
お
い
て
、
徳
川
秀
忠
は
従
三
位
大
納
言
、
結
城
秀
康
は
従
四
位
下

　
参
議
で
あ
る
。

⑰
陪
臣
の
官
位
叙
任
に
つ
い
て
は
「
章
で
先
述
。

⑱
《
表
四
》
参
照
。

⑲
慶
長
八
年
に
お
い
て
従
五
位
下
に
叙
住
し
て
い
た
譜
代
大
名
の
面
々
は
、
小
田

　
甲
斐
清
、
牧
野
康
成
、
榊
原
康
政
、
酒
井
家
督
、
岡
部
長
盛
、
本
多
正
信
、
保
科

　
正
光
、
本
多
康
俊
、
鳥
居
忠
政
、
奥
平
家
晶
、
酒
井
忠
世
、
久
松
忠
良
、
土
岐
定

　
義
、
内
藤
政
長
、
大
久
保
忠
隣
、
小
笠
原
秀
政
、
石
川
康
長
、
本
多
康
重
、
大
給

　
家
乗
、
本
多
患
勝
、
平
岩
信
吉
、
山
口
重
政
、
藤
井
信
一
、
西
尾
吉
次
、
阿
部
正

　
次
、
奥
平
忠
明
、
伊
奈
忠
次
、
水
野
忠
清
、
本
多
忠
朝
、
土
屋
忠
直
、
大
久
保
忠

　
常
、
小
笠
原
信
之
、
久
松
定
勝
、
菅
沼
忠
政
、
内
藤
信
成
、
井
伊
直
勝
で
あ
り
、

　
山
口
重
政
以
下
の
十
五
名
は
秀
吉
死
後
叙
任
し
た
。

⑳
　
元
和
六
年
、
東
福
院
入
内
に
よ
っ
て
対
朝
廷
関
係
が
整
理
さ
れ
、
官
位
制
に
お

　
い
て
も
『
公
卿
補
任
吐
か
ら
武
家
の
姿
は
な
く
な
る
。

⑳
　
謎
⑩
、
⑪
参
照
。

⑫
　
幕
職
の
み
に
関
連
し
て
有
力
譜
代
大
名
を
従
四
位
下
に
叙
任
さ
せ
た
と
は
限
ら

　
な
い
だ
ろ
う
。
幕
藩
一
寸
は
「
将
軍
権
力
論
理
」
と
「
外
様
権
力
論
理
」
が
重
層

　
的
に
存
在
し
て
い
る
。
外
様
大
名
権
力
は
、
天
皇
を
媒
介
に
し
て
、
「
将
軍
権
力

　
論
理
」
に
包
摂
す
る
形
に
な
っ
た
が
、
墓
府
は
そ
れ
を
完
全
に
否
定
し
え
な
か
っ

　
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
権
力
の
専
制
化
に
つ
れ
て
譜
代
大
名
の
従
四
位
下
叙
任
が

　
多
く
な
っ
た
の
は
、
「
将
軍
権
力
論
理
」
優
位
の
段
階
へ
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お

　
り
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
「
外
様
権
力
論
理
」
を
掘
対
化
さ
せ
る
た
め
に
有
力
譜

　
代
大
名
の
従
四
位
下
叙
任
が
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑳
　
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
綱
と
天
皇
し
（
は
じ
め
に
註
②
）
。

⑭
　
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
該
当
条
。

⑯
　
　
『
公
卿
補
任
』
該
当
粂
。

⑯
　
　
『
御
湯
殿
上
日
記
』
慶
長
九
年
八
月
二
十
八
日
条
の
「
内
ふ
（
秀
頼
1
一
筆
者
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識
）
の
し
ょ
大
夫
一
人
有
」
と
あ
り
、
当
時
の
官
位
執
奏
権
は
完
全
に
徳
川
家
康

　
に
掌
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
は
藤
井
譲
治
先

　
生
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

＠
　
児
玉
幸
多
氏
は
『
大
名
騒
（
は
じ
め
に
舘
②
）
に
お
い
て
、
武
家
の
官
位
就
任
は

　
「
ま
っ
た
く
名
目
的
な
も
の
で
大
名
た
ち
は
朝
臣
と
し
て
の
仕
事
を
果
た
し
て
い

　
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
朝
廷
に
お
け
る
機
能
か
ら
み
る
と
、
そ
の

　
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
朝
廷
側
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
は
武
家
権
力
が
朝
廷
の
下
に

　
あ
る
証
で
あ
る
。
大
名
が
徳
川
権
力
に
対
抗
す
る
時
に
は
、
大
名
に
と
っ
て
朝
廷

　
官
職
は
徳
州
幕
府
の
臣
下
で
は
な
い
と
い
う
名
分
に
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
武

　
家
官
位
散
位
化
は
朝
廷
を
権
力
か
ら
排
除
す
る
た
め
の
必
要
な
手
続
で
あ
る
。

⑱
　
元
和
元
年
に
お
い
て
、
従
四
位
下
叙
任
大
名
十
九
名
の
申
六
名
（
立
花
宗
茂
、

　
佐
竹
義
宣
、
森
忠
政
、
毛
利
秀
就
、
京
極
高
知
、
伊
達
政
宗
）
、
正
四
位
下
の
四

　
人
の
申
一
人
（
島
津
家
久
）
、
従
三
位
の
七
人
の
中
四
人
（
丹
羽
長
重
、
毛
利
輝

　
元
、
上
杉
景
勝
、
細
州
忠
興
）
、
正
三
位
に
毛
利
秀
元
、
正
二
位
の
織
田
信
雄
等

　
十
三
人
が
慶
長
八
年
以
前
に
官
位
叙
任
し
た
外
様
大
名
で
あ
る
。

⑳
　
藩
は
『
日
本
史
総
覧
』
（
新
人
物
往
来
益
、
　
一
九
八
八
）
を
参
考
に
し
、
　
一
万

　
石
以
上
の
領
有
者
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
お
り
、
内
分
も
含
ま
れ
て
い
る
。
官
位

　
に
つ
い
て
は
《
表
四
》
の
参
考
文
献
と
同
じ
で
あ
る
。
寛
永
十
一
年
以
後
か
ら
慶

　
安
四
年
ま
で
に
お
い
て
は
、
諸
大
名
登
城
参
賀
の
順
を
定
め
た
寛
永
二
十
年
を
加

　
え
て
お
り
、
そ
の
後
の
変
化
を
探
る
た
め
に
正
保
四
年
の
そ
れ
を
入
れ
た
。
慶
安

　
四
年
以
後
寛
文
五
年
ま
で
は
大
名
官
位
保
持
の
増
加
を
追
跡
す
る
た
め
に
五
年
ご

　
と
に
し
て
入
れ
た
。

⑳
　
慶
長
五
・
八
年
置
正
二
位
の
大
名
は
豊
臣
秀
頼
、
元
和
元
年
以
後
の
そ
れ
は
織

　
田
籍
雄
で
あ
る
。

⑳
松
平
秀
治
「
大
名
家
格
制
に
つ
い
て
の
問
題
点
」
（
は
じ
め
に
註
③
）
。

⑫
　
《
表
五
》
参
照
。
一
門
大
名
の
従
四
位
下
叙
任
者
は
元
和
元
年
に
は
な
か
っ
た

　
が
、
寛
永
十
一
年
に
は
五
人
に
な
る
。

⑳
　
松
平
昌
親
（
九
歳
）
、
上
杉
綱
勝
（
七
歳
）
、
本
多
利
長
（
十
歳
）
、
前
田
綱
紀

　
（
二
歳
）
、
　
一
御
薩
治
（
三
歳
）
等
で
あ
り
、
彼
ら
の
先
代
は
官
位
を
持
っ
て
い

　
た
。

⑭
　
大
村
校
長
（
十
五
歳
）
、
石
川
憲
之
（
十
七
歳
）
、
三
浦
正
春
（
十
六
歳
）
、
毛

　
心
綱
広
（
十
二
歳
）
、
内
田
正
衆
（
六
歳
）
等
が
無
官
位
、
丸
亀
藩
、
菰
野
藩
、

　
新
心
隈
藩
、
桑
名
藩
、
丸
岡
藩
、
中
村
藩
等
の
次
藩
主
が
未
定
で
あ
っ
た
。

⑳
　
真
田
信
利
、
遠
藤
常
友
、
岩
城
重
隆
、
阿
部
正
能
等
が
二
十
歳
以
上
で
初
叙
任

　
す
る
。

⑱
　
松
前
高
広
（
十
九
）
、
有
馬
頼
利
（
八
）
、
牧
野
康
道
（
十
）
、
真
田
幸
道
（
三
）
、

　
伊
達
綱
村
（
一
）
、
西
尾
忠
成
（
七
）
、
伊
東
祐
実
（
十
六
）
、
堀
通
解
（
十
）
、
毛

　
利
綱
元
（
十
）
等
で
あ
る
が
、
松
前
高
広
を
除
ぎ
、
す
べ
て
一
一
十
歳
に
な
る
前
に

　
叙
任
さ
れ
る
。

⑳
加
藤
直
泰
（
四
五
）
、
堀
直
島
（
五
六
）
、
建
部
政
長
（
五
八
）
、
溝
口
政
勝
（
五

　
二
）
、
前
田
利
意
（
三
五
）
、
織
田
長
定
（
五
三
）
、
立
花
種
長
（
三
五
）
、
小
出
有

　
繍
休
（
五
二
）
、
小
堀
正
之
（
四
十
・
）
、
屋
代
忠
正
（
六
六
）
、
伊
丹
阻
正
長
（
五
七
）
、

　
西
郷
延
員
（
五
六
）
、
能
見
重
正
（
三
七
）
等
で
あ
り
、
外
様
大
名
が
多
い
。

⑱
織
田
秀
一
（
二
二
）
、
一
柳
直
治
（
十
八
）
、
伊
東
長
貞
（
十
七
）
、
土
方
雄
農

　
（
二
三
）
、
一
柳
末
礼
（
十
二
）
、
池
田
薫
彰
（
二
入
）
、
五
島
盛
勝
（
十
五
）
、
高

　
木
正
盛
（
二
六
）
、
遠
山
友
貞
（
二
十
）
等
で
あ
り
、
外
様
大
名
が
多
い
。
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外
様
系
大
名
家
の
家
格
と
官
位
制
－
従
四
位
下
以
上
を
勲
爵
に
し
て

こ
こ
で
は
、
家
格
と
武
家
官
位
制
の
関
わ
り
に
つ
い
て
従
四
位
以
上
の
外
様
大
名
を
中
心
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
《
表
五
》
は
《
表
四
》
の
年
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《表五〉　外様・譜代大名官位就任分布状況

正二位
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計

albic
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煎
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ii
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VA
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和
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元
ブ
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12
1置

1141　2A　128

B　i12 2

3

1
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29　1　1 514i　15寛永

十一

A
B

24

22十一 B 22 2 2 1 ［ 2212 2

寛永

�¥ A
B
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Q3 1
1

6 1
1 1・

P
30

Q3 2
1

6

正保

l A
B

26

QG

4

1

l
1
1

2
8
1
2
0
1

4

慶安

l A
B

261・41・

8
1

1・

P
127

奄P・
4 8
1寛文

ﾜ A
B

2413

Ed・
10

P 1
1

】
」
～

25

P7

3110　…3i1

※A：外様，B：譜代，　a：現職，　b：隠居，　c＝息子。＊＊＊下は＊＊＊上を含む。

を
基
準
に
し
て
従
四
位
下
以
上
の
外
様
・
譜
代

の
官
位
叙
任
老
の
分
布
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
元
和
元
年
ま
で
の
従
四
位
下

以
上
の
叙
任
者
数
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
譜
代
の
場
合
、
従
四
位
下

叙
任
者
は
元
和
元
年
か
ら
徐
々
に
増
加
し
て
寛

永
二
十
年
に
最
高
と
な
る
。
外
様
の
場
合
は
元

和
元
年
か
ら
寛
永
三
年
ま
で
増
加
し
た
後
ほ
ぼ

同
数
で
推
移
す
る
。
全
体
的
に
み
れ
ば
、
従
四

位
叙
任
者
は
寛
永
二
十
年
以
後
主
に
譜
代
層
の

叙
任
減
少
に
よ
り
減
少
す
る
。
一
方
、
従
三
位

は
譜
代
大
名
は
な
く
、
元
和
九
年
ま
で
減
少
す

る
が
、
寛
永
三
年
に
一
度
増
加
す
る
。
し
か
し

従
三
位
叙
任
外
様
大
名
は
寛
永
三
年
以
後
減
少

し
つ
つ
あ
り
、
寛
文
五
年
ま
で
に
は
消
え
去
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
変
化
を
外
様
大
名
に
つ
い
て
家
別
に

　
　
　
　
　
①

み
よ
う
。
《
表
六
》
は
重
要
時
期
ご
と
の
外
様
大

名
の
官
位
を
示
し
た
竜
の
で
あ
る
。
こ
の
《
表
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＜表六》　従四位下以上の外様大名家の位階変遷豪

年1官位1 家 名

慶
長
八

元
和
元

寛

永

寛
永
十

慶

安

四

寛
文
五

従三位 前田（金沢），細川，毛利（豊浦），上杉，丹羽，織田（柏原），豊臣，京極（松

江），織田（松山）

正酊1辮
従四五 伊達，佐竹，浅野，黒田，森，山内，立花，宗，京極（宮津），加藤（熊本），

蒲生（若松），堀尾，最上，田中，筒井，池田（姫路），毛利（長州）

従誰1細川・毛利（豊浦）詮杉丹羽・細（松山），盤

正四一調腱
従四下 佐竹，浅野，黒田，毛利（長州），池田（姫路），蜂須賀，森，山内，立花，京

極（宮津），生駒，京極（松江），藤堂，堀尾，最k，田中，池田（岡山），前田

（金沢）

毎位1購前田（金沢）・騰毛利（豊浦），冊細（松山）

正四下隣生（若松），池・（岡ω

従四下 細川，佐竹，浅野，黒田，鍋島，毛利（長州），上杉，蜂須賀，有馬，山内，

立花，京極（宮津），伊達（宇和島），池田（赤穂），宗，南部，加藤（：丸岡），生

駒，織田（柏原），京極（松江），加藤（熊本），寺沢，蒲生（松山），堀尾，池田

（山綺），森，池田（鳥取），藤堂

従三位1購前田（金沢）・騰丹羽・毛利（豊浦）

幽下1

従四下 細川，佐竹，浅野，黒田，鍋島，藤堂，毛利（長州），池田（赤穂），池団（山

崎），池田（岡山），上杉，蜂須賀，有馬，晦内，立花，京極（宮津），伊達（宇

和島），織田（松山），宗，加藤（丸岡），生駒，夏極（松江），加藤（若松），蒲

生（松山）

従三位　1前田（小松）

正酊1

従梧下 前田（大聖寺），島津，伊達，佐竹，浅野，黒田，鍋島，藤堂，毛利（豊浦），

池田（鳥取），池田（岡山），蜂須賀，有馬，森，山内，科花，丹羽，京極（宮

津），伊達（宇和島），織田（松11D，宗，前田（百塚），加藤（丸岡），生駒　加

藤（石見），池田（鹿野）

従載1
正酊陣田（金沢）

従堂下 前田（寓山），前田（大聖寺），島津，細川，佐竹，浅野，黒田，鍋島，藤堂，

毛利（長州），毛利（豊浦），池田（鳥取），池田（岡山），蜂須賀，有馬，森，山

内，立花，丹羽，京極（宮津），伊達（宇和島），織照（松山），織田（小幡），宗

※従三位は従三位以上を含む。

66　（838）



近世武家官位制の成立過程について（季）

六
》
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
慶
長
八
年
か
ら
寛
永
三
年
ま
で
の
間
は
、
位
階
が
上
が
る
家
も
あ
れ
ば
下
げ
る
家
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
動
向
を

一
括
し
て
述
べ
ら
れ
る
特
微
は
必
ず
し
も
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
は
、
未
だ
外
様
大
名
が
幕
藩
論
国
家
に
お
け
る
位
置

付
け
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
ら
の
幕
藩
制
国
家
に
お
け
る
位
置
付
け
は
二
条
城
行
幸
を
待
た
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
た
。
従
っ
て
元
和
元
年
か
ら
寛
永
三
年
に
お
け
る
大
名
家
の
位
階
変
化
は
重
要
で
あ
る
。

　
一
方
、
寛
永
四
年
以
後
に
大
き
な
特
徴
的
な
動
向
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
永
四
年
か
ら
慶
安
四
年
ま
で
に
位
階
変
化
が
あ
る
家
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
下
降
す
る
方
向
で
の
変
化
だ
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
前
田
落
髪
（
小
松
）
を
除
き
、
す
べ
て
の
古
言
産
家
が
従
四
位
下
に
、
蒲

生
家
・
池
田
（
岡
山
）
家
が
正
四
位
下
か
ら
従
四
位
下
に
、
織
田
家
（
織
田
信
雄
の
子
孫
）
が
正
二
位
か
ら
従
四
位
下
に
、
南
部
家
が
従
四
位
下
か

ら
従
五
位
下
に
各
々
下
げ
ら
れ
た
。
慶
安
四
年
以
後
の
変
化
は
万
治
元
年
前
田
利
常
の
没
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
三
位
の
大
名
家
は
な
く
な
り
、

元
々
従
三
位
家
で
あ
っ
た
前
田
（
金
沢
）
家
は
従
四
位
下
か
ら
正
四
亡
霊
に
上
が
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
位
階
上
昇
は
寛
永
三
年
ま
で
の
こ
と
で

あ
り
、
従
三
位
の
誇
り
高
か
っ
た
外
様
大
名
家
は
、
家
光
治
世
の
時
、
す
べ
て
従
（
正
）
四
位
下
に
下
げ
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
以
後
大
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

家
の
官
位
は
固
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
「
家
」
に
よ
っ
て
初
叙
任
官
位
も
決
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
過
程
を
幕
府
の
官
位
政
策
面
か
ら
い
え
ば
、
外
様
大
名
家
の
従
三
位
叙
任
を
極
力
抑
制
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
幕

府
設
立
以
来
か
ら
あ
る
が
、
寛
永
三
年
を
境
に
し
て
積
極
的
に
な
り
、
伊
達
政
宗
、
丹
羽
長
重
、
島
津
家
久
が
寛
永
十
三
年
を
前
後
に
し
て
没

し
、
慶
安
三
年
に
毛
利
秀
元
、
万
治
元
年
に
前
田
回
護
が
没
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
・
固
定
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
従
（
正
）
四
位
下
有
力
外

様
大
名
「
家
」
が
確
立
し
、
先
に
見
た
通
り
の
万
治
三
・
寛
文
元
年
に
一
般
大
名
の
従
五
位
下
叙
任
原
則
が
確
立
1
1
葦
五
位
下
大
名
「
家
」
が

成
立
、
家
格
と
官
位
が
絡
み
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
則
ち
従
四
位
下
以
上
の
外
様
大
名
家
の
家
格
と
絡
み
合
う
官
位
制
は
寛
永
年
間
に
、
従
五

位
下
大
名
家
の
そ
れ
は
万
治
三
・
寛
文
元
年
ま
で
に
各
々
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
に
は
、
銀
簾
が
将
軍
宣
下
を
受
け
た
後
、
幕
閣
構
成
が
協
調
体
制
・
集
団
指
導
体
制
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

外
的
・
対
内
的
結
集
の
契
機
を
失
っ
て
、
「
公
儀
漏
は
内
部
に
お
け
る
「
家
」
の
要
素
を
表
面
化
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。
加
え
て
、
幕
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《表七》従四飽下以上の外様大名家の初叙任とその昇進表

初亀戸酬鵬離1　　　　家　　　名
正四下少将i従三位・1前田（・19）

従四下侍矧正四下　1辮（73）

従四下侍野口下中矧髄（62）

石下雛1姻下思｝細川（54）・細（鳥取）（32），畑（岡山）（32）

従匹下 二四下少将
黒田（47），浅野（38），毛利（36），藤堂（32），蜂須賀（26），佐竹（21），　フ≠ぎ、誓葛（21），　伊達（宇和島）（10）

三四下　i従断F侍従1鵬（36），山内（・・）・上杉（15）・宗（・・）

二五下　1昼下侍従i立花（・・）・欄（1・）

従斎　陸四望　1前臨山）（・・）・湘（燦寺）（・）

※（）の中の数値は石高，単位は万。＊寛永三年以後寛政年間までにおいては宝永四年に前
田・綱紀が従三位に昇進した。

藩
体
制
の
全
体
的
安
定
化
に
伴
う
嫡
子
以
外
の
体
制
内
で
の
処
遇
の
問
題
が
あ
る
。
幕

府
に
限
っ
て
み
る
と
、
当
初
は
譜
代
大
名
の
嫡
子
以
外
を
幕
府
軍
事
力
と
し
て
編
成
し
、

大
名
の
改
易
・
転
封
に
よ
り
生
じ
た
領
地
を
彼
ら
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

彼
ら
は
場
合
に
よ
っ
て
は
譜
代
大
名
に
立
て
ら
れ
た
。
し
か
し
家
光
段
階
ま
で
に
幕
府

の
行
政
・
軍
事
の
基
本
的
落
度
が
完
成
さ
れ
、
藩
も
固
定
化
・
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
入
る
と
、
嫡
子
以
外
の
人
々
を
体
制
内
に
受
け
入
れ
て
処

遇
す
る
能
力
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
点
で
も
、
「
家
」
の
論
理
を
強
調
す
る
必
要

が
生
じ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
当
時
「
家
」
は
権
力
レ
ベ
ル
に
お
い
て
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
国
家
的
規
模
に
お
い
て
権
力
論
理
に
よ
っ
て
「
家
」
を
序
列
化
さ
せ
る
必
要

性
が
生
じ
る
。
そ
の
権
力
論
理
に
よ
る
「
家
」
の
序
列
化
一
家
格
制
に
相
当
す
る
の
が
武

家
官
位
制
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
万
治
三
・
寛
文
元
年
に
大
名
は
原
則

的
に
官
位
を
保
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
段
階
に
な
っ
て
初
め
て
権
力
論
理

と
「
家
」
論
理
を
結
合
さ
せ
た
近
世
武
家
官
位
制
が
確
立
し
た
と
評
価
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
し
か
し
官
位
と
「
家
』
が
一
律
的
・
直
接
的
に
絡
み
合
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し

て
従
四
位
下
「
家
」
が
す
べ
て
同
一
序
列
の
家
柄
に
な
っ
た
の
も
な
い
。
官
位
と
「
家
」

は
位
階
に
加
え
て
官
職
に
よ
っ
て
格
差
が
設
け
ら
れ
、
「
家
」
と
「
家
」
の
序
列
化
が
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
家
」
と
「
家
」
の
序
列
化
を
蓑
現
し
て
い
る
の
が
、

「
家
」
別
の
初
叙
任
と
そ
の
位
階
∵
官
職
昇
進
の
差
で
あ
る
。
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近世武家官位制の成立過程について（李）

　
　
　
⑤

　
《
表
七
》
は
「
家
」
別
の
初
叙
任
と
そ
の
昇
進
最
高
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
み
る
と
、
初
叙
任
に
よ
る
区
別
は
四
系
列
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

り
、
昇
進
最
高
位
に
よ
る
区
別
は
六
系
列
で
あ
る
。
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
八
系
列
に
な
る
。
そ
し
て
従
四
位
下
以
上
の
大
名
は
大
部
分

十
万
石
以
上
を
領
有
し
て
い
る
が
、
織
田
家
（
織
田
信
長
の
子
孫
一
家
、
織
田
信
雄
子
孫
の
二
家
）
、
大
聖
寺
前
田
家
、
毛
利
秀
元
を
継
ぐ
家
、
京
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

高
知
を
継
ぐ
家
、
宇
和
島
伊
達
家
（
一
時
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
）
等
は
十
万
石
未
満
で
あ
る
。
ま
た
初
叙
任
に
お
い
て
も
、
最
高
官
位
に
お
い
て

も
、
石
高
と
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
宇
和
島
伊
達
家
は
十
万
石
を
領
有
す
る
が
、
従
四
位
下
か
ら
従
四
位
下
少
将
ま

で
昇
進
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
鍋
島
家
、
山
内
家
、
上
杉
家
は
何
れ
も
十
万
石
以
上
を
領
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
四
位
下
か
ら
従
四
位

下
侍
従
ま
で
し
か
昇
進
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
同
じ
系
列
の
大
名
家
と
い
っ
て
も
、
昇
進
す
る
ま
で
の
年
月
に
は
差
が
あ
る
。
例
え
ば
細
川
家
と
池
田
家
は
同
様
に
従
四
位
侍
従
か
ら

従
四
位
下
少
将
ま
で
昇
進
す
る
が
、
池
田
家
は
侍
従
か
ら
少
将
に
昇
進
す
る
ま
で
に
三
十
年
か
か
る
こ
と
は
な
い
の
に
対
し
て
、
細
川
家
は
三

十
年
以
上
を
経
て
か
ら
少
将
に
昇
進
す
る
の
で
あ
る
。
従
四
位
下
か
ら
従
四
位
下
少
将
ま
で
昇
進
す
る
外
様
大
名
家
に
も
差
が
み
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
ど
の
家
も
従
四
位
下
の
叙
任
は
元
服
に
関
連
し
て
い
る
が
、
襲
封
と
関
係
な
く
従
四
位
下
侍
従
に
昇
進
す
る
浅
野
家
・
藤
堂
家
・
蜂

須
賀
家
・
伊
達
家
、
襲
封
と
関
連
し
て
従
四
位
下
侍
従
に
昇
進
す
る
黒
田
家
・
毛
利
家
・
佐
竹
家
、
転
封
と
関
連
し
て
従
四
下
に
叙
任
す
る
有

馬
家
等
は
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
従
四
位
下
少
将
へ
の
昇
進
が
五
十
歳
以
前
に
で
き
る
毛
利
家
、
そ
の
ほ
か
の
五
十
歳
以
上
に
な
っ
て
従
四

位
下
少
将
昇
進
が
で
き
る
家
と
区
別
さ
れ
る
。
従
四
位
下
か
ら
従
四
位
下
侍
従
ま
で
昇
進
す
る
家
に
も
、
従
四
位
下
叙
任
は
元
服
と
関
連
さ
れ

て
い
る
が
、
襲
封
の
際
、
従
四
位
下
侍
従
に
な
る
家
と
、
無
封
の
後
、
従
四
位
下
侍
従
に
昇
進
す
る
山
内
家
と
区
別
で
き
る
。
ま
た
従
五
位
下

か
ら
二
四
翼
下
侍
従
ま
で
昇
進
す
る
立
花
家
と
丹
羽
家
は
両
家
と
も
元
服
と
関
連
し
て
従
五
位
下
に
叙
任
す
る
が
、
立
花
家
は
上
封
後
二
・
三

年
過
ぎ
て
す
ぐ
従
四
位
下
に
昇
進
し
、
丹
羽
家
は
五
・
六
年
過
ぎ
て
従
四
位
下
に
昇
進
す
る
。
従
五
位
下
か
ら
従
四
位
下
ま
で
昇
進
す
る
両
前

田
家
も
従
五
位
下
の
叙
任
は
元
服
と
関
連
し
て
い
る
が
、
富
山
前
田
家
（
十
万
石
）
は
襲
封
専
一
・
二
年
過
ぎ
て
す
ぐ
従
四
位
下
に
昇
進
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

大
聖
寺
前
田
家
は
六
～
七
年
過
ぎ
て
従
四
位
下
に
昇
進
す
る
の
で
あ
る
。
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そ
の
よ
う
な
「
家
」
別
の
区
分
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
《
表
七
》
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
あ
る
一
つ
の
時
点
を
と
っ
た
と
き
、
従
四
位
下
少
将

家
は
十
三
、
従
四
位
下
侍
従
家
は
十
四
、
従
四
位
下
家
は
十
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
幕
府
権
力
に
よ
る
「
家
」

と
「
家
」
と
の
序
列
化
に
も
、
高
い
官
位
に
就
い
て
き
た
大
名
家
に
も
好
ま
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
逆
に
、
低
い
官
位
に
就
い
て
い
る
大
名
家
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

位
階
の
昇
進
を
好
む
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
調
整
す
る
の
が
幕
府
権
力
に
よ
る
官
位
の
昇
進
で
あ
る
。
そ
し
て
や
が
て
幕
府
は
大
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

官
位
昇
進
に
関
す
る
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
の
官
位
初
叙
任
と
そ
の
界
進
の
原
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一　　一一一　一一
　
　
　
　
　
寛
保
三
癸
亥
年

官
位
之
儀
は
家
督
よ
り
之
年
数
に
不
構
、
年
齢
等
二
二
可
被
　
仰
付
旨
、
伺
済
左
之
通

国
持
大
名
家
督
被
　
仰
付
候
得
は
、
則
侍
従
被
　
仰
付
之
、
至
後
年
、
少
将
被
　
仰
付
候
家
に
よ
り
、
部
屋
住
賃
機
よ
り
侍
従
被
仰
付
之
、
家
督
以
後

も
其
儘
　
侍
従
二
而
後
少
将
被
　
仰
付
候
、
右
両
様
共
に
侍
従
よ
り
三
十
年
を
経
、
少
将
昇
進
早
急
仰
付
候
事
。

右
之
国
持
五
十
歳
に
及
候
は
玉
、
侍
従
よ
り
三
十
年
二
未
満
候
共
、
少
将
可
被
　
仰
善
事
。

国
持
差
継
候
表
大
名
家
督
之
時
、
四
品
被
　
仰
付
之
、
後
年
侍
従
被
　
仰
付
勢
も
、
年
数
右
同
断
。

　
　
但
　
伊
達
大
膳
大
夫
家
は
、
秀
宗
以
来
壮
年
二
士
侍
従
被
　
仰
付
候
間
、
是
は
三
十
歳
余
に
成
候
は
』
、
侍
従
可
被
　
仰
難
事
。

家
督
之
時
中
将
、
少
将
被
　
仰
付
、
後
年
参
議
、
中
将
昇
進
被
　
仰
警
世
も
、
年
数
同
前
た
る
へ
き
事
。

松
平
加
賀
書
家
は
五
十
歳
以
後
参
議
、
六
十
歳
以
後
従
三
位
被
　
仰
付
候
、
松
平
大
隅
守
、
松
平
陸
奥
守
此
両
家
は
、
少
将
よ
り
三
十
年
歳
五
十
歳
二

及
候
は
』
、
中
将
可
被
　
仰
付
事
。

前
々
侍
従
、
以
後
昇
進
無
之
国
持
大
名
も
、
六
十
歳
以
上
二
士
、
侍
従
よ
り
三
十
年
経
候
は
」
、
少
将
可
被
　
仰
戯
事
。

但
　
六
十
歳
以
上
二
而
少
将
被
　
仰
付
記
格
に
致
し
置
、
被
　
仰
付
随
は
、
大
概
六
四
五
歳
以
上
よ
り
可
被
　
仰
付
候
、
有
馬
中
務
大
輔
、
問
対
罵
守

両
家
は
、
先
右
之
格
に
は
仕
問
敷
候
、
及
老
年
其
節
之
様
子
次
第
可
被
　
仰
付
勢
。
（
中
略
）

十
万
石
以
上
之
五
位
、
是
又
五
位
よ
り
三
十
年
経
候
は
Σ
、
四
品
可
被
　
仰
付
事
。
（
中
略
）

寛
永
三
年
八
月
十
九
日
行
幸
之
劒
、
諸
大
名
之
官
位
は
格
刷
に
候
、
此
格
別
と
有
之
は
、
参
議
以
上
之
人
々
、
又
は
若
年
二
曹
少
将
、
侍
従
に
被
任
候

を
例
に
用
へ
ら
す
と
の
儀
に
而
、
一
向
此
蒔
之
官
位
、
不
可
為
例
と
の
儀
二
而
は
無
之
事
（
下
略
）
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近世武家官位制の成立過程について（李）

　
右
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
名
家
の
官
位
は
寛
永
三
年
の
二
条
城
行
幸
の
時
の
も
の
を
基
準
と
し
、
昇
進
は
初
叙
任
か
ら
三
十
年
置
年
齢
五

十
歳
を
基
準
に
し
て
い
る
。
そ
れ
を
家
督
相
続
の
時
侍
従
に
叙
任
で
き
る
家
（
国
持
大
名
）
に
適
用
し
て
み
れ
ぼ
、
十
五
歳
に
元
服
と
同
時
に
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

督
相
続
し
た
と
す
れ
ば
、
十
五
歳
に
従
四
位
下
侍
従
に
叙
任
、
四
五
歳
に
従
四
位
下
少
将
と
な
る
。
二
十
歳
以
上
に
な
っ
て
家
督
相
続
し
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
時
下
四
位
下
侍
従
（
元
服
の
時
従
四
位
下
に
初
叙
任
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
）
、
年
齢
の
規
定
が
適
用
さ
れ
五
十
歳
で
従
四
位
下
少
将

に
昇
進
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
大
名
の
官
位
叙
任
は
、
普
通
一
生
を
通
じ
て
三
回
（
元
服
、
錦
江
、
昇
進
）
に
な
る
が
、
三
回
目
の
昇
進
は
、
初
叙
任
か
ら
三
十
年
ま
た
は
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

歳
以
上
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
実
的
に
は
規
定
通
り
の
昇
進
は
難
し
い
点
が
多
か
っ
た
。
金
沢
前
田
家
・
浅
野
家
が
年
齢
に
準
じ
て
昇
進
し
、

細
川
家
・
佐
竹
家
等
々
が
年
数
に
準
じ
て
昇
進
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
島
津
家
と
伊
達
家
は
右
の
基
準
に
合
わ
な
い
こ
と
も
ま
た

　
　
　
　
⑬

確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
の
大
名
家
も
宮
位
昇
進
原
則
に
合
わ
な
い
こ
と
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
の
官
位
昇
進
原
則
が
絶
対
的
基
準

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
武
家
官
位
制
は
幕
藩
体
制
全
時
期
を
通
じ
て
維
持
・
再
生
産
さ
せ
ら
れ
た
。
「
諸
家
官
位
昇
進
之
儀
は
、
家
々
之
先
格
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
て
、
思
召
を
以
被
　
仰
出
候
に
有
之
候
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
名
家
の
宮
位
昇
進
の
拠
り
所
は
家
格
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
家
格
の
承
認

は
将
軍
に
あ
る
。
将
軍
の
「
思
召
」
の
基
準
は
「
忠
」
で
あ
る
だ
ろ
う
。
新
井
白
石
は
公
家
官
位
と
武
家
官
位
の
分
離
の
理
由
を
説
明
す
る
に

当
た
っ
て
、
「
当
家
二
至
リ
テ
ハ
、
武
家
ノ
官
位
ハ
堂
上
ノ
外
二
定
メ
ナ
カ
レ
シ
バ
、
只
自
ラ
古
謡
階
ノ
事
二
相
同
簡
、
サ
．
ラ
バ
老
中
ヨ
リ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

下
ノ
御
家
人
、
勲
一
等
二
等
ヨ
リ
第
二
勲
十
二
等
二
至
リ
テ
…
…
武
家
ニ
ハ
ソ
ノ
勲
階
ト
職
掌
ト
ヲ
以
テ
、
其
高
下
ヲ
論
」
ず
る
と
い
っ
た
。

武
家
官
位
の
基
準
は
「
勲
階
と
職
掌
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
「
勲
階
」
の
評
価
と
「
職
掌
」
の
任
免
権
は
将
軍
に
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
武
家
の
宮
位
昇
進
は
将
軍
の
意
志
が
重
要
な
基
準
に
な
る
。
結
局
、
大
名
家
の
官
位
昇
進
は
官
位
就
任
年
数
・
年
齢
よ
り

将
軍
に
対
す
る
忠
の
原
理
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
上
の
官
位
昇
進
原
則
は
厳
密
に
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
一
方
、
幕
府
儀
礼
の
場
で
官
位
制
的
序
列
に
よ
る
上
下
秩
序
・
序
列
が
露
呈
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
A
位
階
は
す
で
に
家
格
に
よ
っ
て
定
め
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⑰

ら
れ
て
い
た
か
ら
、
同
じ
家
格
の
大
名
た
ち
は
官
位
昇
進
に
走
る
。
「
近
来
は
銘
々
塗
家
之
先
途
を
も
詰
論
、
　
一
向
年
藷
、
座
順
等
を
主
意
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
た
し
、
或
は
祖
先
以
来
秘
隠
由
緒
、
又
は
一
己
之
面
輔
、
家
政
之
美
事
等
申
立
、
都
議
勝
手
之
趣
意
を
以
内
願
致
し
候
」
と
あ
る
の
は
、
そ

の
よ
う
な
状
態
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
大
名
た
ち
の
動
き
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
は
「
其
家
之
先
途
」
と
い
う
原
則
で
あ
っ
た
。

①
　
　
《
表
三
V
と
《
表
四
》
の
出
典
と
同
じ
で
あ
る
が
、
『
寛
政
重
事
諸
家
譜
』
の
該

　
当
条
を
参
考
し
た
。

②
　
　
杢
表
六
V
参
照
。

③
《
三
七
V
参
照
。

④
　
朝
尾
直
弘
「
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
近
世
二
、
岩

　
蕃
書
商
、
一
九
七
五
）
。

⑤
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
該
当
条
を
調
べ
て
作
っ
た
。

⑥
位
階
と
官
職
を
組
み
合
わ
せ
た
上
下
は
従
五
位
下
、
従
四
位
下
、
従
四
位
下
侍

　
従
、
従
四
位
下
少
将
、
従
四
位
下
中
将
、
正
四
下
、
正
四
位
下
少
将
、
正
四
位
下

　
中
将
、
正
四
位
下
参
議
、
従
三
位
と
な
る
。

⑦
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
該
当
条
。

⑧
　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
該
当
条
。

⑨
位
階
の
上
昇
を
求
め
た
南
部
家
は
こ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
深
谷
克

　
己
「
領
主
権
力
と
武
家
「
官
位
」
」
（
は
じ
め
に
註
③
）
参
照
要
。

⑩
『
徳
川
禮
典
録
』
上
（
徳
川
黎
明
会
、
一
九
八
二
）
、
三
三
五
－
三
三
八
頁
。

　
こ
の
法
令
は
寛
保
三
年
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
諸
家
の
官
位
叙
任
・
昇
進

　
を
調
べ
る
と
、
寛
永
三
年
以
後
の
官
位
叙
任
・
昇
進
の
慣
例
を
法
令
化
し
た
も
の

　
で
あ
る
こ
と
わ
か
る
。

⑪
こ
の
場
合
、
五
十
歳
に
関
す
る
規
定
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

⑫
当
時
大
名
た
ち
の
一
生
は
「
十
五
、
六
歳
で
元
服
を
し
、
二
二
、
三
歳
で
家
督

　
を
つ
ぎ
、
大
名
の
座
に
あ
る
こ
と
十
数
年
で
、
家
を
ゆ
ず
っ
て
、
し
ば
ら
く
政
務

　
を
は
な
れ
た
生
活
を
楽
し
み
、
五
〇
歳
ご
ろ
に
は
死
亡
す
る
」
（
児
玉
率
多
、
前

　
掲
書
、
二
九
九
頁
）
。

⑬
　
　
『
寛
政
重
婚
諸
家
譜
隔
該
当
条
。

⑭
　
　
『
徳
川
市
上
録
』
上
、
一
瓢
三
九
頁
。
こ
れ
は
天
保
十
二
年
に
体
せ
ら
れ
た
法
令

　
の
一
部
で
あ
る
。

⑯
　
「
武
家
冨
位
装
束
考
」
（
『
新
井
白
石
全
集
』
六
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
）
、

　
四
七
二
頁
。

⑯
深
谷
克
己
「
領
主
権
力
と
武
家
「
官
位
」
」
（
は
じ
め
に
註
③
）
。

⑰
　
児
玉
幸
多
、
前
掲
書
、
一
＝
一
－
二
一
八
頁
。

⑱
『
徳
川
禮
典
録
』
上
、
三
三
九
頁
。
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む
　
す
　
び
　
に

以
上
、
武
家
官
叙
任
の
動
向
と
そ
の
特
徴
・
意
義
を
権
力
の
成
長
過
程
と
関
連
さ
せ
て
探
り
な
が
ら
、

っ
て
き
た
。
そ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

近
世
武
家
官
位
制
の
成
立
過
程
を
辿



近世武家官位制の成立過程について（李）

　
近
世
武
家
官
位
叙
任
は
豊
臣
秀
吉
の
関
白
就
任
を
引
き
金
と
し
て
お
り
、
豊
臣
権
力
期
に
お
け
る
官
位
叙
任
上
の
特
徴
は
有
力
大
名
を
従
四

位
下
以
上
に
叙
任
さ
せ
た
こ
と
、
数
多
く
の
陪
臣
を
従
五
位
下
に
叙
任
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
豊
臣
権
力
が
大
名
連
合
的
性
格
を
持
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
武
家
官
位
叙
任
は
、
秀
吉
権
力
維
持
に
機
能
し
た
点
に
お
い
て
、
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ

、
つ
。

　
一
方
、
徳
川
初
期
権
力
の
武
家
宮
位
叙
任
は
四
時
期
に
分
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
期
で
あ
る
慶
長
八
年
か
ら
元
和
八
年
ま
で
は

大
名
権
力
、
朝
廷
等
が
徳
川
権
力
を
規
制
し
て
い
た
の
で
、
早
舞
叙
任
は
将
軍
宣
下
・
上
洛
に
大
き
く
関
連
し
て
い
た
。
そ
の
時
期
の
叙
任
上

の
特
徴
は
朝
廷
を
媒
介
に
し
て
有
力
外
様
大
名
を
将
軍
権
力
に
包
摂
す
る
た
め
に
取
り
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
官
位
は
政
治
的
意

味
を
持
っ
て
い
た
。
第
二
期
で
あ
る
元
和
九
年
か
ら
寛
永
十
一
年
の
家
光
上
洛
ま
で
に
も
官
位
叙
任
は
未
だ
上
洛
と
関
連
し
て
い
た
が
、
こ
の

時
期
に
朝
廷
か
ら
独
立
し
た
幕
藩
制
独
自
の
武
家
官
位
舗
が
展
開
し
始
め
る
。
二
条
城
行
幸
の
際
の
官
位
は
そ
れ
ま
で
の
官
位
制
展
開
の
総
決

算
で
あ
り
、
近
世
武
家
官
位
制
の
基
本
的
枠
組
と
な
る
。
家
光
上
洛
以
後
か
ら
慶
安
四
年
ま
で
の
第
三
期
は
幕
府
権
力
の
専
制
化
・
制
度
化
と

関
連
し
て
官
位
が
持
っ
て
い
た
政
治
的
意
味
は
薄
く
な
り
、
大
名
の
官
位
保
持
率
は
下
が
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
定
例
的
叙
任
が
定
着
し
て
、

武
家
官
位
制
が
幕
藩
体
制
に
制
度
的
に
機
能
し
始
め
た
。
そ
し
て
有
力
外
様
大
名
の
官
位
は
家
格
調
と
絡
み
合
い
な
が
ら
固
定
さ
れ
る
。
慶
安

四
年
の
家
綱
将
軍
宣
下
以
後
の
第
四
期
は
全
般
的
な
幕
藩
制
の
安
定
に
伴
っ
て
権
力
レ
ベ
ル
で
の
「
家
」
の
論
理
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
背
景
の
も
と
で
、
一
般
大
名
の
官
位
叙
任
原
則
が
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
官
位
制
と
家
格
制
が
絡
み
合
う
近
世
武
家
官
位
制
が
確
立
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
総
合
し
て
い
え
ば
、
豊
臣
政
権
期
か
ら
第
一
期
ま
で
の
近
世
武
家
官
位
制
の
生
成
期
、
第
二
期
の
再
編
成
期
、
武
家
官
位
制
の
成
立
期
、
第

三
期
の
叙
任
上
の
停
滞
期
、
近
世
武
家
官
位
制
の
定
着
期
、
第
四
期
の
活
性
化
期
、
近
世
武
家
官
位
制
の
確
立
期
と
い
う
過
程
を
辿
っ
た
と
い

え
よ
う
。
ま
た
武
家
官
位
は
第
二
期
ま
で
で
は
朝
廷
と
幕
府
、
外
様
大
名
と
幕
府
と
い
っ
た
政
治
的
諸
関
係
に
規
制
さ
れ
て
政
治
的
に
機
能
し

て
い
た
が
、
第
三
期
か
ら
は
幕
藩
制
権
力
構
造
の
中
で
制
度
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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こ
う
し
た
武
家
官
位
鰯
は
幕
藩
体
制
独
自
の
家
格
制
の
枠
組
の
制
限
を
受
け
て
お
り
、
官
職
昇
進
を
通
じ
た
将
軍
に
対
す
る
「
忠
」
の
論
理

が
貫
か
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
武
家
官
位
制
は
、
儀
礼
の
場
で
上
下
序
列
を
露
呈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
藩
体
制
の
秩
序
づ
け
と
と
も
に
、

将
軍
の
威
光
を
喚
起
す
る
の
に
機
能
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
本
稿
は
主
に
権
力
側
の
論
理
に
沿
っ
て
武
家
官
位
制
の
成
立
過
程
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
官
位
制
に
つ
い
て
の
朝
廷
側
の
論

理
・
立
場
、
武
家
官
位
を
め
ぐ
る
朝
廷
と
武
家
権
力
と
の
交
渉
過
程
、
そ
し
て
朝
廷
を
含
む
幕
藩
綱
国
家
に
お
け
る
官
位
制
の
位
置
等
は
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
旗
本
と
譜
代
大
名
息
子
の
官
位
は
当
初
か
ら
幕
府
役
職
と
深
く
関
連
し
て
い
た
が
、
こ
れ
も
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
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On　the　Formation　Process　of　the　Early　Modern

　　　　　　　　　　　　Samurai　Ranking　System

by

LEE　Gyewhang

　　（Summary）　This　paper　lool〈s　into　the　trend　of　appointment　to　samurai

rank　and　its　distinctive　features．　Along　with　elucidating　the　formation

process　of　the　early　modern　samurai　ranking　system　by　following　its

changing　nature，　it　also　tries　to　educe　the　significance　of　the　feudal　clan

system　which　structurally　commanded　the　samurai　ranking　system．

　　First　of　all，　this　paper　makes　associations　between　the　process　of

’unification　of　the　whole　country　and　its　authoritarian　characteristics，　and

the　attaining　o’ ?　the　samurai　ranl〈　by　appointment　during　the　Toyotomi

・political　period，　then　analyzes　and　assesses　it　paying　particular　attention

to　the　appointment　to　the　samurai　rank　of　the　samurai’s　i’etainer．

　　Next，　it　aiso　shows　that　appointment　during　leyasu　and　Hidetada’s

reign　to　the’Samurai　rank　was　heavily　associated　with　the　Shogun’s

pi”oclamation　and　his　visit　to　Kyoto．

　　During　the　Kah’ei　period，　regular　appointment　became　fixed　and　the

・samurai　ranking　’sYstem　which　became　independent　from　the　lmperiai

Court　begins　to　develop，　but　the　focus　is　partlcularly　on　the　fact　that

the　court　rank　during　the　samurai’s　visit　to　the　Nijo　Palace　became　the

basic　frameworl〈　of　the　early　modern　samurai　ranking　system．　lt　is　also

ascertained　that　it　is　during　this　time　that　the　appointment　and　family

ranl〈　of　the　powerful　non－Tokugawa　daimyo　became　interrelated　and

established．

　　However，　the　principle　of　the　daimyo　appointing　to　samurai　ranl〈　was

not　established　until　Manji　3，　Kanbun　1，　and　it　was　at　this　time　that

the　ranl〈ing　system　and　family　rank　system　became　interrlated　and　the

early　modern　samurai　ranking　system　was　established．　This　kind　of

samurai　ranking　system　is　influenced　by　the　independent　feudal　clan

system’s　limitation　o．f　the　family　system　framework．　Thus，　the　logic　of

“　loyalty　”　spread　through　the　governmental　post　promotion．　’
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